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京丹後市全域から鳥取市東部の山陰海岸 
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消防車両21台を連ねて市中行進を行う 
消防本部職員および消防団員 

火災や災害のないまちを願い、厳粛に 
行われた式典 

伊調千春さん 

正田絢子さん 

火災・災害「０（ゼロ）」の願いを込め 火災・災害「０（ゼロ）」の願いを込め 火災・災害「０（ゼロ）」の願いを込め 

新春の大空に勢いよく一斉放水 新春の大空に勢いよく一斉放水 新春の大空に勢いよく一斉放水 
　
今
年
の
冬
に
な
っ
て
初
め
て
の
大

雪
と
な
っ
た
一
月
十
一
日
、
火
災
や

災
害
が
「
０（
ゼ
ロ
）」
の
一
年
で
あ
る

こ
と
を
願
い
、
新
春
恒
例
の
「
京
丹

後
市
消
防
出
初
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

    

　 

 

　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
京
都
府
丹

後
文
化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
行

っ
た
式
典
に
は
、
羽
賀
団
長
以
下
八

百
二
人
の
団
員
と
消
防
本
部
職
員
六

十
人
を
は
じ
め
、
京
都
府
丹
後
広
域

振
興
局
長
や
府
議
会
議
員
、
京
丹
後

警
察
署
長
、
航
空
自
衛
隊
第
三
十
五

警
戒
隊
長
、
市
議
会
議
員
の
み
な
さ

ん
な
ど
多
く
の
来
賓
が
参
加
。 

　
式
典
で
は
、
中
山
市
長
が
「
昨
年
は
、

七
月
の
集
中
豪
雨
や
火
災
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
消
防
団
の

み
な
さ
ん
の
迅
速
な
活
動
に
よ
り
被

害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
府
消
防

操
法
大
会
で
は
、
ポ
ン
プ
車
と
小
型

ポ
ン
プ
の
両
分
野
で
上
位
入
賞
を
果

た
さ
れ
る
な
ど
本
市
と
し
て
誇
ら
し
く
・

心
強
く
・
頼
も
し
く
、
日
ご
ろ
の
活

動
に
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上

げ
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
消
防
団
員

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
全
力

を
あ
げ
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
尽
く
し
て
い
き
ま
す
」

と
式
辞
。 

　
ま
た
、
羽
賀
団
長
は
「
昨
年
は
、

世
相
を
表
す
漢
字
が
「
変
」
で
あ
っ

た
よ
う
に
激
変
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
消
防
団
の
活
動
も
、
火
災
の

消
火
活
動
や
捜
索
活
動
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
変
化
の
多
い
年
で
し
た
。
大

き
く
時
代
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、

消
防
団
活
動
は
、
先
輩
か
ら
指
導
し

て
い
た
だ
い
た
『
地
域
を
愛
し
・
共

に
助
け
合
う
』
と
い
う
教
え
を
し
っ

か
り
と
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
全
団
員
（
千

七
百
六
十
九
人
）
の
笑
顔
を
『
元
気

の
種
』
に
し
て
、
千
七
百
六
十
九
粒

の
種
を
消
防
団
活
動
を
通
し
て
市
内

に
ま
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
訓
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
消
防
・
防
災
活
動
に
貢
献
の

あ
っ
た
団
員
の
み
な
さ
ん
百
七
十
一
人

に
優
良
消
防
団
員
表
彰
を
授
与
す
る
と

と
も
に
、
多
数
の
来
賓
の
み
な
さ
ん
か

ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　 

 

　 

        

   

　
午
前
十
一
時
か
ら
は
、
消
防
車
両

二
十
一
台
と
式
典
に
参
加
し
た
消
防

団
員
お
よ
び
消
防
本
部
職
員
が
、
ラ

ッ
パ
の
音
に
合
わ
せ
て
息
の
合
っ
た

市
中
行
進
を
行
う
と
と
も
に
、
式
典

会
場
近
く
の
小
西
川
左
岸
で
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
六
台
が
、
そ
れ
ぞ
れ

二
本
の
ホ
ー
ス
を
出
し
て
新
年
の
大

空
に
勢
い
よ
く
一
斉
放
水
を
披
露
。

　
参
加
者
全
員
で
、
災
害
に
強
い
ま

ち
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 
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府
立
網
野
高
等
学
校
出
身

で
昨
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク 

レ
ス
リ
ン
グ
女
子
48
㎏

級
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た

伊
調
千
春
さ
ん
と
、
同
じ
く

同
校
出
身
で
二
〇
〇
八
世
界

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
女
子

59
㎏
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

さ
れ
た
正
田
絢
子
さ
ん
に
そ
の
栄
誉
を
た
た

え
、
「
京
丹
後
市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
栄
誉
賞
」

を
贈
呈
。
十
二
月
十
日
に
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
（
網

野
町
網
野
）
で
行
わ
れ
た
「
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
二
〇
〇
八
世
界
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
　
結
果
報
告
会
」
（
主
催
　
網
野
レ
ス

リ
ン
グ
後
援
会
「
丹
心
」
・
網
野
高
校
同
窓

会
）
で
中
山
市
長
が
お
二
人
に
表
彰
状
と
記

念
品
と
し
て
、
京
丹
後
産
米
を
贈
り
ま
し
た
。 

　
伊
調
さ
ん
、
正
田
さ
ん
と
も
に
網
野
高
等

学
校
在
学
中
か
ら
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で

活
躍
。
伊
調
さ
ん
は
、
二
〇
〇
四
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ア
テ
ネ
大
会
か
ら
二
大
会
連
続
と

な
る
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
正
田
さ
ん
は
、
十
月
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
世
界
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
で
二
年
ぶ

り
四
回
目
と
な
る
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
、

お
二
人
と
も
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
舞
台
で
の

快
挙
を
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
た
た
え
、
同
賞

を
贈
呈
し
ま
し
た
。 
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・介護予防は食事から 

 

・宝くじ助成でコミュニティ活動を活性化 

 

・衣類乾燥機、液晶式テレビ、プラズマ式テレビ 

　4月から最終処分場での受け入れを停止します 

 

・まちづくり協議会  地域振興策を提言 

 

・弥栄町・峰山町で市政懇談会開催 

 

 

 

 

・京丹後市消防出初式 

 

・産業・雇用総合支援を実施しています 

 

・4月1日から　市の組織・機構を改編 

 

・京丹後市から鳥取市東部  日本ジオパークに認定 

 

・鳥取豊岡宮津自動車道  国主体で初調査 

・「天の恵み  ガラシャ」発売開始 

・丹後ちりめんを使用  手づくり「ハッピ」でPR 

 

・ふるさと応援団交流会を初開催 

・京丹後でバレエ公演を開催 

 

・利用しやすい林道をめざします  丹後縦貫林道 
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産
業
・
雇
用
支
援 

産
業
・
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休業手当または賃金に相当する額として、厚生労
働大臣の定めた方法により算定した額の５分の４
を国が助成。加えて５分の１を市が追加助成し、
対象額（基準賃金額）の全額を助成します。 

５分の４ 
国の助成 

５分の１ 
市の追加助成 

中小企業 
緊急雇用安定助成金 

休業・出向などに必
要な経費を軽減し、
雇用主のかたの雇用
の安定化を図ります 

対象額（基準賃金額） 
の全額助成 

市産業・雇用総合推進本部 

さらに教育訓練を実施した場合は、訓練費用
として１人１日6,000円が国から加算されます。 

（20年11月以降の融資実行から適用） 

②借入金利子補給を抜本拡充（商工業経営安定利子補給金） 

①信用保証料補助を抜本拡充 

　平成20年 10月に本格稼動した、府北部のものづくり産業における人づくり中核拠点である「丹後・知恵のも

のづくりパーク」と連携し、休業中に実施していただく教育訓練のための研修メニューを創設。「中小企業緊急雇

用安定助成金」を活用した教育訓練を実施できる環境整備を行っています。 

給付率を拡充 

信用保証料…補助率特例（100％補助）を全業種に拡充 

建設業については限度額を60万円に拡充（他業種は40万円） 

　平成20年度は、建設業・織物業に対して保証料補助率の特例（100％補助）を適用していましたが、

そのほかの業種についても同様の取り扱いとします。また、特に資金需要が強い建設業に限り、限度

額を60万円（他業種は40万円）として支援の強化を図ります。 

　借入残額400万円相当分の利子については全額補給。400万円を超える部分の利子については従来どおり

末端金利1.5％を超える部分を補給します。 

①織機指導事業補助を拡充 
補助率を拡大 （平成20年度のみ） 

る
対
応
策
が
、
よ
り
京
丹
後
市

の
実
情
に
即
し
た
施
策
と
な
る

よ
う
、
事
業
所
の
調
査
対
象
を

拡
大
。
市
商
工
会
お
よ
び
丹
後

機
械
工
業
協
同
組
合
と
の
協
力
で
、

市
内
の
製
造
事
業
所
四
百
五
十

九
事
業
所
を
対
象
と
し
、
一
月

末
ま
で
を
期
間
と
し
て
、
市
職

員
全
員
に
よ
る
訪
問
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。 

 

市
で
は
、
国
の
打
ち
出
す
緊

急
対
策
な
ど
が
、
本
市
に
お
い

て
よ
り
効
果
的
な
施
策
と
な
る

よ
う
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
活
用
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

    

　
さ
ら
に
、
十
二
月
に
実
施
し

ま
し
た
市
内
製
造
事
業
所
の
訪

問
調
査
で
得
ら
れ
た
業
況
・
雇

用
情
報
な
ど
か
ら
、
市
で
は
緊

急
的
な
雇
用
創
出
が
必
要
と
判
断
。

一
月
十
九
日
〜
二
十
三
日
の
間
、

事
務
補
助
員
を
十
五
人
、
作
業

員
を
十
人
、
計
二
十
五
人
の
市

臨
時
職
員
を
募
集
を
実
施
し
ま

し
た
。 

　
非
自
発
的
離
職
者
の
増
加
な
ど
、

今
後
一
層
の
状
況
悪
化
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
雇
い
止
め
な
ど
の

会
社
都
合
や
雇
用
期
間
満
了
に

よ
り
、
平
成
二
十
年
十
一
月
一

日
以
降
に
離
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
か
た
を
対
象
と
し
、
二
月

か
ら
三
月
末
ご
ろ
ま
で
の
雇
用

期
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
（
雇

用
期
間
は
配
属
場
所
に
よ
り
異

な
り
ま
す
） 

   

　
国
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
的
な
雇
用
機
会
の
創
出
を

 

昨
年
か
ら
の
急
速
な
景
況
後
退

に
よ
る
市
内
地
場
産
業
全
般
へ
の

影
響
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
市
で
は
、

十
二
月
定
例
市
議
会
で
緊
急
の
対

応
策
と
し
て
、
国
が
実
施
す
る
「
中

小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
」

の
拡
充
に
呼
応
し
、
市
独
自
の
助

成
の
上
積
み
を
上
程
。
ま
た
資
金

繰
り
対
策
の
徹
底
を
図
る
た
め
、

信
用
保
証
料
補
助
を
抜
本
的
に
拡

充
す
る
な
ど
、
各
種
の
「
緊
急
経

済
対
策
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

     

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
各
種
緊
急

経
済
対
策
の
検
討
・
実
施
と
並
行

し
て
、
昨
年
十
二
月
に
は
、
市
内

の
従
業
者
十
人
以
上
の
製
造
業
者

（
百
四
事
業
所
）
を
対
象
に
、
市

の
課
長
級
以
上
の
管
理
職
に
よ
る

訪
問
調
査
を
実
施
。
今
般
の
世
界

的
大
不
況
が
も
た
ら
し
て
い
る
市

内
製
造
事
業
者
へ
の
影
響
を
把
握

し
、
市
行
政
が
実
情
に
応
じ
た
効

果
的
な
対
応
を
講
じ
る
た
め
基
礎

情
報
の
収
集
に
努
め
ま
し
た
。 

　
同
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
内
容
か

ら
、
今
後
、
市
内
の
企
業
経
営
・

雇
用
環
境
は
よ
り
厳
し
さ
を
増
す

も
の
と
判
断
。
市
が
今
後
実
施
す

　 

（従前） （変更後） 

補　助　率 

補助限度額/回 

60～75％ 

6,000円 

一律 90％に拡充 
8,100円に拡充 

定額給付金事業 定額給付金事業 定額給付金事業 

●住民基本台帳に記録されているかた 
●外国人登録原票に登録されているかたのうち 
　次に掲げるかた 
・特別永住者のかた 
・在留資格を有して在留するかた（ただし、短期滞在の在留   
　資格で在留するかたを除きます） 

受給対象者１人につき12,000円 
（ただし、平成21年2月1日において65歳以上のかたおよ
び18歳以下のかたは20,000円） 

●住民基本台帳に記録されているかたについては、そ
のかたの属する世帯の世帯主 

●外国人登録原票に登録されているかたで給付対象者
の要件に該当するかたは、そのかた自身 

京丹後市産業・雇用総合支援推進本部 

　　　　（商工振興課内・蕁69-0440） 

産業・雇用総合支援緊急対策に関するお問い合わせ先 

支
援
す
る
「
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
交
付
金
」
や
臨
時

的
・
一
時
的
な
就
業
機
会
を

提
供
す
る
「
緊
急
雇
用
創
出

事
業
」
な
ど
と
い
っ
た
、
雇

用
対
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
雇
用
情
勢
の
さ
ら

な
る
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
中
、

本
市
も
こ
れ
ら
の
施
策
を
活

用
し
、
国
・
府
や
市
商
工
会
、

丹
後
機
械
工
業
協
同
組
合
、

丹
後
織
物
工
業
組
合
な
ど
と

連
携
を
密
に
図
り
な
が
ら
、

市
内
の
経
済
状
況
に
即
し
た

経
済
支
援
対
策
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

国
の
経
済
対
策
を

国
の
経
済
対
策
を 

活
　
用

活
　
用 

国
の
経
済
対
策
を

国
の
経
済
対
策
を 

活
　
用

活
　
用 

国
の
経
済
対
策
を 

活
　
用 

の概要について 

■お問い合わせ先　市民課（蕁 69-0210） 

給付対象者 給付対象者 給付対象者 ◆ 

実際に受けることとなる受給権者 実際に受けることとなる受給権者 実際に受けることとなる受給権者 ◆ 

給付額 給付額 給付額 ◆ 

　景気後退下での住民のみなさんの不安に対処するため、生活
支援を目的とした定額給付金を、国民のみなさんに広く給付するこ
とにより、地域経済の活性化を図ることを目的としています。 

申請、給付の時期、事業の詳細などは現在（１月末現在）、
未定です。詳細が決定次第あらためて広報を行います。 

市
内
の

市
内
の
560
事
業
所

事
業
所 

業
況
調
査
を
実
施

業
況
調
査
を
実
施 

市
内
の

市
内
の
560
事
業
所

事
業
所 

業
況
調
査
を
実
施

業
況
調
査
を
実
施 

市
内
の
560
事
業
所 

業
況
調
査
を
実
施 

市
臨
時
職
職
員

市
臨
時
職
職
員 

を
緊
急
募
集

を
緊
急
募
集 

市
臨
時
職
職
員

市
臨
時
職
職
員 

を
緊
急
募
集

を
緊
急
募
集 

市
臨
時
職
職
員 

を
緊
急
募
集 

①「中小企業緊急雇用安定助成金」 

対象額（基準賃金額）を全額助成 対象額（基準賃金額）を全額助成 対象額（基準賃金額）を全額助成 

②「丹後・知恵のものづくりパーク」と連携 
　休業中の教育訓練のための研修メニューを創設 

休業を活用した 
「解雇の徹底予防」 
休業を活用した 
「解雇の徹底予防」 
休業を活用した 
「解雇の徹底予防」 

資金繰りの対策の徹底 資金繰りの対策の徹底 資金繰りの対策の徹底 

織物業への追加対策 織物業への追加対策 織物業への追加対策 

ご活用ください　　　　　緊急対策支援制度 

産業・雇用総合支援 産業・雇用総合支援 産業・雇用総合支援 
を実施しています を実施しています を実施しています 緊急対策 緊急対策 緊急対策 

市独自 
支援策 
市独自 
支援策 
市独自 
支援策 

ご利用ください 
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秘書広報広聴課 

峰  

山  

庁  

舎 

大  

宮  

庁  

舎 

網  

野  

庁  

舎 

丹
後
庁
舎 

弥
栄 

庁
舎 

久
美
浜 

庁
舎 

消
　
防 

海業水産課 

議会総務課 市議会 議会総務課 議会事務局 市議会 

副
市
長 

市
　
　
長 

副
市
長 

市
　
　
長 

会計課 会計管理者 

消防課 
予防課 
網野分署 
久美浜分署 
竹野川分遣所 

固定資産評価審査委員会 
選挙管理委員会 

公平委員会 

医療改革推進政策監 病　院 

監査委員事務局 
監査委員 

固定資産評価審査委員会 
選挙管理委員会 

公平委員会 

監査委員事務局 
監査委員 

（農林水産部） （農林水産部） 

（市長直轄） 

農業委員会 

農業委員会 
事務局 

農業委員会 

農業委員会 
事務局 

総務課 
峰山消防署 

総務課 
峰山消防署 

消防課 
予防課 
網野分署 
久美浜分署 
竹野川分遣所 

（市長直轄） 
秘書広報広聴課 

企画総務部 

企画政策課 
総務課 
人事課 
情報政策課 

商工観光部 
商工振興課 
観光振興課 
産業雇用総合振興課 

建 設 部 
管理課 
土木課 
都市計画・建築住宅課 

上下水道部 
普及推進・料金課 
水道整備課 
下水道整備課 

（市民部） 丹後市民局 （市民部） （市民部） 

網野市民局 （市民部） （市民部） 

峰山市民局 （市民部） （市民部） 

平成21年4月1日から 現　　在 

総 務 部 

総務課 
人事課 
財政課 
財産管理課 
税務課 

教育総務課 
学校教育課 
社会教育課 
文化財保護課 

教
育
長 

教
育
委
員
会 

幼稚園 
学　　校 
給食センター 
地域公民館 
図書館 
資料館 

教育委員会 
事務局 

議会事務局 

総合戦略課 
企画推進課 
行財政改革推進課 
情報政策課 

企画政策部 

会計課 会計管理者 

市民課 
医療保険課 
環境推進課 

生活環境部 

農村調整課 
農村振興課 
農村整備課 

農林水産部 

大宮市民局 

商工振興課 
観光振興課 
丹後の魅力総合振興課 

商工観光部 

管理課 
土木課 
都市計画・建築住宅課 

建 設 部 

水道課 
下水道課 上下水道部 

消防本部 

幼稚園 
学　　校 
給食センター 
地域公民館 
図書館 
資料館 

教育総務課 
学校教育課 
社会教育課 
文化財保護課 

教
育
長 

教
育
委
員
会 

教育委員会 
事務局 

診療所 

生活福祉課 
障害者福祉課 
長寿福祉課 
健康推進課 
保険事業課 
百歳健康長寿推進チーム 

健康長寿福祉部 
（福祉事務所） 

消防本部 

海業水産課 （農林水産環境部） （農林水産環境部） 

農政課 
農林整備課 
環境バイオマス推進課 

農林水産環境部 

財 務 部 

財政課 
管財・収納課 
入札契約課 
税務課 
行財政改革推進課 

久美浜市民局 市民福祉課・地域事業課 

丹後市民局 市民福祉課・地域事業課 

峰山市民局 市民福祉課・地域事業課 

網野市民局 市民福祉課・地域事業課 

市民福祉課・地域事業課 

弥栄市民局 市民福祉課・地域事業課 弥栄市民局 （市民部） （市民部） 

久美浜市民局 （市民部） （市民部） 

色の部署は変更箇所 

生活福祉課 
障害者福祉課 
高齢者福祉課 
子育て支援課 
健康推進課 

保健福祉部 
（福祉事務所） 保育所 

市 民 部 

市民課 
市民協働課 
子ども未来課 
大宮市民局 保育所 

最終処分場 
衛生センター 
斎　　場 

医 療 部 医療政策課 病院・診療所 

           

現
在
、
本
市
の
最
も
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
産
業
振
興
と
雇
用
拡
大
の
た
め
、

商
工
観
光
部
に
「
産
業
雇
用
総
合
振
興
課
」

を
新
設
し
、
企
業
誘
致
や
雇
用
の
創
出
に

努
め
ま
す
。 

    

た
い
へ
ん
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
市

政
運
営
の
根
幹
で
あ
る
財
務
部
門
を
強
化

す
る
た
め
「
財
務
部
」
を
新
設
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
負

担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
各
種
料
金
の

滞
納
処
分
を
一
体
的
に
行
う
部
署
と
し
て
「
管

財
・
収
納
課
」
を
設
置
し
ま
す
。 

    

　
下
水
道
整
備
区
域
に
お
け
る
水
洗
化
率(

下

水
道
に
接
続
し
て
い
る
家
庭
の
割
合
）
の

向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
上
下
水
道

料
金
の
算
定
・
収
納
な
ど
を
担
当
す
る
「
普

及
推
進
・
料
金
課
」
を
上
下
水
道
部
に
設

置
し
ま
す
。 

     

百
歳
以
上
の
か
た
が
多
く
「
健
康
大
長
寿
」

と
も
言
え
る
本
市
の
特
色
を
活
か
し
、
「
京

丹
後
市
で
暮
ら
す
と
健
康
で
長
生
き
が
で

き
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
健
康
・
福
祉

施
策
を
充
実
す
る
た
め
「
百
歳
健
康
長
寿

推
進
チ
ー
ム
」
を
新
設
し
ま
す
。
現
行
の
「
保

健
福
祉
部
」
を
「
健
康
長
寿
福
祉
部
」
に

改
称
し
ま
す
。 

    

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
本

市
の
「
強
み
」
を
活
か
し
て
環
境
施
策
を

推
進
し
て
い
く
た
め
、
現
行
の
「
農
林
水

産
部
」
を
「
農
林
水
産
環
境
部
」
に
改
称

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
環
境
バ
イ
オ

マ
ス
推
進
課
」
を
設
置
し
ま
す
。
食
品
廃

棄
物
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
て
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を
具
現
化
し
て

い
き
ま
す
。 

        

市
民
生
活
に
密
接
に
か
か
わ
る
部
署
と

し
て
「
市
民
部
」
を
設
置
し
ま
す
。 

　
市
民
部
に
は
、
困
り
ご
と
相
談
や
ご
み
・

し
尿
処
理
な
ど
を
担
当
す
る
「
市
民
課
」
、

保
育
所
や
放
課
後
児
童
保
育
を
担
当
す
る
「
子

ど
も
未
来
課
」
を
置
く
ほ
か
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
市
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
「
市

民
協
働
課
」
を
設
置
し
ま
す
。 

   

　
旧
町
域
そ
れ
ぞ
れ
に
設
置
し
て
い
る
「
市

民
局
」
は
、
今
回
の
改
編
で
市
民
部
の
所

属
と
な
り
ま
す
。
市
民
局
の
職
員
数
は
減

り
ま
す
が
、
「
市
民
協
働
課
」
や
市
民
局
間

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
配
属
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
旧

町
域
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

    

現
在
の
二
課
体
制
か
ら
一
課
体
制
（
名

称
は
「
市
民
局
」
）
と
な
り
、
窓
口
部
門
を

充
実
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
身
近

な
各
種
用
務
の
「
申
請
・
受
付
」
や
「
取

り
次
ぎ
」
を
一
本
化
し
た
「
総
合
窓
口
」

を
設
け
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。 

   

　
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
「
地
域
協
働
係
」
を

設
置
し
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
き
め

細
か
い
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　市では、さまざまな行政課題の解決に向けて効率的・効果的な取り組みを進めるとともに、本市の持つ「強み」を

活かして積極的な施策展開を行っていくため、4月1日付けで市役所の組織・機構を改編することにしました。その主

なものをお知らせします。改編内容の詳細につきましては、3月発行の「広報きょうたんご  おしらせ版」に掲載します。 

市
民
サ
ー
ビ
ス
窓
口
を
一
本
化 

市
民
局
は
市
民
部
に
所
属 

市
民
局
を
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に 

「
強
み
」

「
強
み
」を
活
か
す

を
活
か
す 

「
強
み
」

「
強
み
」を
活
か
す

を
活
か
す 

「
強
み
」を
活
か
す 

市
民
局
は
小
さ
く
て
も

市
民
局
は
小
さ
く
て
も 

機
能
的
な
組
織
へ

機
能
的
な
組
織
へ 
市
民
局
は
小
さ
く
て
も

市
民
局
は
小
さ
く
て
も 

機
能
的
な
組
織
へ

機
能
的
な
組
織
へ 
市
民
局
は
小
さ
く
て
も 

機
能
的
な
組
織
へ 

課
題
の
解
決
を
め
ざ
す

課
題
の
解
決
を
め
ざ
す 

課
題
の
解
決
を
め
ざ
す

課
題
の
解
決
を
め
ざ
す 

課
題
の
解
決
を
め
ざ
す 

 

充
実
強
化
の
本
庁
体
制

充
実
強
化
の
本
庁
体
制 

 

充
実
強
化
の
本
庁
体
制

充
実
強
化
の
本
庁
体
制 

 

充
実
強
化
の
本
庁
体
制 

“課題の解決をめざす” 

“「強み」を活かす”組織づくり 

市の組織・機構を改編 市の組織・機構を改編 市の組織・機構を改編 

京丹後市組織・機構図（庁舎別） 

上
下
水
道
部
に 

　
普
及
推
進
・
料
金
課 

を新設 

産
業
雇
用
総
合
振
興
課 

を新設 を新設 

財
務
部
と
管
財
・
収
納
課 

を新設 

百
歳
健
康
長
寿
推
進
チ
ー
ム を新設 

市
民
部
と
市
民
協
働
課 

を新設 

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課 

4月1日から 4月1日から 

組
織
・
機
構
改
編
の
主
な
内
容 
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観光協会など 
京丹後市観光協会、但馬豊岡観光協議会、香住観光協会、浜坂観
光協会、温泉町観光協会、浜坂温泉お宿組合、七釜温泉旅館民宿
組合、湯村温泉旅館料飲組合、岩美町観光協会、鳥取市観光協会 

商工会議所など 
京丹後市商工会、豊岡商工会議所、城崎町商工会、竹野町商工会、
香美町商工会、浜坂町商工会、温泉町商工会、岩美町商工会、鳥
取商工会議所、鳥取市東商工会 

漁業協同組合 
但馬漁業協同組合、浜坂町漁業協同組合、鳥取県漁業協同組合、
田後漁業協同組合 

行政団体 
京都府、兵庫県、鳥取県、京丹後市、豊岡市、香美町、新温泉町、
岩美町、鳥取市 

民間団体 
山陰海岸を世界の公園にする会、世界の石の花・華の博物館 玄
武洞ミュージアム、遊覧船かすみ丸㈲、但馬海岸遊覧船、山陰松
島遊覧㈱ 

「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」の 

　
認
定
に
向
け
大
き
な
弾
み

　
認
定
に
向
け
大
き
な
弾
み 
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

「
世
界
ジ
オ
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に
向
け
大
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な
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「日本ジオパーク」の認定を 
　　　　　受けた地域 
「日本ジオパーク」の認定を 
　　　　　受けた地域 
「日本ジオパーク」の認定を 
　　　　　受けた地域 
○アポイ岳（北海道） 
○洞爺湖有珠山（北海道） 
○糸魚川（新潟県） 
○南アルプス中央構造線エリア 
  （長野県、山梨県、静岡県） 
○山陰海岸 
  （京都府、兵庫県、鳥取県） 
○室戸（四国） 
○島原半島（長崎県） 

郷
村
断
層
（
小
池
断
層
） 

立 

岩
（
丹
後
町
） 

　科学的にみて特別に重要で貴重な、あ
るいは美しい地質遺産を複数含む、一種
の自然公園です。これら地質遺産を保全し
地球科学の普及に活用するとともに、地
質遺産を観光の対象とする「ジオツーリズム」
を通じて地域社会の活性化をめざしており、
ユネスコの支援のもと、主に欧州や中国で
積極的に取り組まれています。現在、世界
で50か所余りが「世界ジオパークネットワ
ーク」の認証を受けネットワークに参加して
いますが、国内ではまだ例がありません。 
　山陰海岸においては、京都府、兵庫県、
鳥取県の民間団体や行政機関が連携し、
「世界ジオパークネットワーク」の加盟に向
けて活動を進めています。 

「ジオパーク」とは 

　
京
丹
後
市
の
経
ヶ
岬
か
ら
鳥
取
市
東
部
ま
で
約
一
〇
〇
㌔
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
る
海
岸
が
、
地
質
学
的
に
重
要
な
地
層
や
地
形
を
有
し
て

い
る
と
し
て
、
十
二
月
八
日
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ

Ｇ
Ｎ
）
の
加
盟
地
域
と
な
る
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
、
全
国
七
地

域
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
、
関
連
自
治
体
や
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、「
世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
加
盟
を
め
ざ
し
ま
す
。 

京 

山 

        

丹
後
市
丹
後
町
の
経
ヶ
岬

か
ら
鳥
取
市
の
湖
山
池
（
こ

や
ま
い
け
）
西
端
を
含
め
た
白

兎
（
は
く
と
）
海
岸
ま
で
の
山

陰
海
岸
国
立
公
園
を
中
心
と
す

る
海
岸
は
、
日
本
列
島
が
ア
ジ

ア
大
陸
の
一
部
で
あ
っ
た
時
代

の
岩
石
か
ら
、
今
日
に
至
る
ま

で
の
経
過
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
海
岸
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
多
様
な
地
質
・
地

形
が
連
続
す
る
京
都
府
（
京
丹

後
市
）
、
兵
庫
県
（
豊
岡
市
・
香

美
町
・
新
温
泉
町
）、
鳥
取
県
（
岩

美
町
・
鳥
取
市
）
の
各
自
治
体

や
民
間
団
体
な
ど
三
十
八
団
体

で
は
、
平
成
十
九
年
七
月
、
「
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
」

（
会
長
・
中
貝
宗
治
豊
岡
市
長
）

を
設
立
。
世
界
遺
産
の
地
質
版

と
も
い
え
る
、
「
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
世
界
遺
産

と
同
様
に
ユ
ネ
ス
コ
が
支
援
・

現
在
十
八
か
国
五
十
七
か
所
）

へ
の
加
盟
を
め
ざ
し
活
動
を
す

す
め
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
認
定
は
、
「
山
陰
海
岸
」
の
地

質
的
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
た
い
へ
ん
意
義
深
く
、

「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
へ
の
加
盟
に
向
け
て
、
大

き
な
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。 

   

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

山
陰
海
岸
に
数
多
く
存

在
す
る
地
質
遺
産
に
つ
い
て
の
、 

▼
地
域
住
民
・
行
政
・
民
間
企

業
の
協
働
に
よ
る
保
護
・
保
全
、 

▼
地
域
資
源
を
活
か
し
た
体
験

学
習
の
場
づ
く
り
な
ど
教
育

へ
の
活
用
、 

▼
地
域
の
歴
史
文
化
資
源
と
合

わ
せ
て
特
徴
的
で
魅
力
的
な

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光
振
興
）

の
構
成 

な
ど
を
め
ざ
し
て
お
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
と
環
境
保
全
、

教
育
の
推
進
を
図
り
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
発
展
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。 

     

野
町
の
海
岸
か
ら
鳥
取

砂
丘
（
鳥
取
市
）
ま
で

の
七
五
㌔
メ
ー
ト
ル
は
、
昭
和

三
十
八
年
に
「
山
陰
海
岸
国
立

公
園
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

東
部
の
久
美
浜
湾
、

小
天
橋
や
西
部
の

鳥
取
砂
丘
は
、
河

川
か
ら
の
堆
積
物
に
よ
っ
て
、

河
口
に
独
特
の
地
形
を
つ
く
り

出
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
国

指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る
「
鳥

取
砂
丘
」
は
、
日
本
を
代
表
す

る
海
岸
砂
丘
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
エ
リ
ア
中
央
の
但
馬
海
岸
は
、

地
殻
変
動
や
火
山
活
動
、
海
蝕

に
よ
っ
て
、
国
指
定
天
然
記
念

物
「
玄
武
洞
」
、
名
勝
「
香
住
海

岸
」
、
名
勝
お
よ
び
天
然
記
念
物

「
但
馬
御
火
浦
（
た
じ
ま
み
ほ
の

う
ら
）
」
、
「
浦
富
（
う
ら
ど
め
）

海
岸
」
に
代
表
さ
れ
る
入
り
組

ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸
を
形
成
。

山
陰
海
岸
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
質
・

地
形
に
よ
り
壮
大
な
景
観
を
形

成
し
て
い
る
ほ
か
、
日
本
列
島

誕
生
時
の
地
球
の
科
学
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

    

市
に
は
、「
日
本
風
景
街
道
」

に
指
定
さ
れ
た
海
岸
線
に

あ
る
丹
後
町
の
「
屏
風
岩
」
や
「
立

岩
」
な
ど
の
奇
岩
を
は
じ
め
、

日
本
で
初
め
て
活
断
層
と
い
う

言
葉
を
使
用
し
た
網
野
町
の
「
郷

村
断
層
」
、
鳴
き
砂
で
有
名

な
「
琴
引
浜
」
、
久
美
浜
湾

を
囲
む
延
長
約
六
㌔
メ
ー

ト
ル
の
砂
州
海
岸
の
小
天

橋
を
臨
む
「
か
ぶ
と
山
」

な
ど
、
科
学
的
・
地
質
的

に
た
い
へ
ん
貴
重
な
地
形
・

地
層
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。 

　
市
で
は
今
後
、
関
係
団

体
と
こ
れ
ら
の
貴
重
な
自
然
、

地
質
を
地
域
の
教
育
活
動

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

魅
力
あ
る
観
光
資
源
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
振
興
並

び
に
地
域
の
活
性
化
を
め

ざ
し
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。 
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岸
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岸
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「
日
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ジ
オ
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」

「
日
本
ジ
オ
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に
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「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」に
認
定 

山陰海岸ジオパーク構想の推進組織（38団体） 

山陰海岸 山陰海岸 山陰海岸 
京丹後市から 
　　鳥取市東部 
京丹後市から 
　　鳥取市東部 
京丹後市から 
　　鳥取市東部 

山陰海岸ジオパークエリア 

鳥取市東部鳥取市東部 鳥取市東部 

京丹後市京丹後市 京丹後市 

豊岡市豊岡市 豊岡市 

香美町香美町 香美町 新温泉町新温泉町 新温泉町 

岩美町岩美町 岩美町 

鳥取県 

兵庫県 

京都府 

山陰海岸国立公園 
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パンフレットを配布する中江座長 

色鮮やかな手づくり「ハッピ」を着て丹後の魅力をPR色鮮やかな手づくり「ハッピ」を着て丹後の魅力をPR

 鳥取豊岡宮津自動車道 

開　通 
整備中 
未着工 

天の恵み　ガラシャ 

京都縦貫自動車道 

宮津天橋立ＩＣ 

野田川岩滝ＩＣ（仮） 

大宮森本ＩＣ（仮） 

網野ＩＣ（仮） 

　
お
だ
や
か
な
冬
晴
れ
と
な
っ
た
一
月
七
日
、
京
都
駅
前
広
場
（
京
都
市
下
京
区
）
で
、

京
丹
後 

宿 

お
か
み
さ
ん
の
会
が
手
づ
く
り
「
ハ
ッ
ピ
」
を
着
用
し
、「
丹
後
の
冬
の
魅

力
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
主
催
・
京
丹
後
市
観
光
協
会
）
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

    

　
京
丹
後
市
内
の
旅
館
の
女
将
（
お
か
み
）

さ
ん
二
十
三
人
で
つ
く
る
「
京
丹
後 

宿 

お

か
み
さ
ん
の
会
」
（
中
江
伸
子
座
長
）
が
、

観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
用
に
色
鮮
や
か
な
「
ハ

ッ
ピ
」
、
ロ
ー
ズ
レ
ッ
ド
二
十
三
枚
、
ス
カ

イ
ブ
ル
ー
十
六
枚
の
計
三
十
九
枚
を
作
製
し

ま
し
た
。 

　
「
ハ
ッ
ピ
」
は
、
同
会
の
女
将
さ
ん
が
手

づ
く
り
で
「
茜
会
（
あ
か
ね
か
い
）」（
譛
丹

後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）
の
協

力
を
得
て
作
成
。
地
元
特
産
の
丹
後
ち
り
め

ん
を
使
っ
て
、
背
中
に
は
「
京
丹
後
」
、
襟

（
え
り
）
に
は
「
京
丹
後 

宿 

」「
お
か
み
さ

ん
の
会
」
と
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
（
染
色
技

法
）
で
文
字
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
ま
す
。 

 

「
京
丹
後 

宿 

お
か
み
さ
ん
の
会
」 

　
同
会
は
、「
平
成
十
六
年
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
事
業
女
将
さ
ん
塾
」、「
平
成
十

七
年
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
事
業
お
も
て
な

し
塾
」
の
参
加
者
が
中
心
と
な
り
、
研

修
や
交
流
を
し
て
い
く
中
で
、
女
将
さ

ん
の
グ
ル
ー
プ
で
活
動
す
る
組
織
が
必

要
で
あ
る
と
の
声
が
高
ま
り
、
宿
泊
業

者
の
資
質
向
上
と
京
丹
後
市
の
観
光
振

興
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の
宿
泊
施
設

の
女
将
さ
ん
二
十
三
人
で
、
平
成
十
九

年
九
月
二
十
六
日
に
発
足
し
ま
し
た
。 

　
発
足
後
は
、
京
丹
後
市
内
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
た
め
、「
お
か
み
さ
ん
探

検
隊
」
と
題
し
て
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

に
乗
っ
て
、
市
内
の
観
光
名
所
を
見
学
。

ま
た
、
平
成
二
十
年
一
月
に
は
、
発
足

後
初
め
て
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

京
都
市
内
の
Ｂ
ｉ
ｖ
ｉ
二
条
で
、
カ
ニ

雑
炊
を
振
る
舞
う
な
ど
、
京
丹
後
市
の

魅
力
を
発
見
・
発
信
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
組
織
で
す
。 

　
一
月
七
日
、
京
都
駅
前
広
場
中
央
コ
ン
コ

ー
ス
前
で
、
同
会
の
女
将
さ
ん
七
人
が
駅
に

訪
れ
た
か
た
に
一
人
ひ
と
り
声
を
か
け
、
丹

後
の
名
所
や
カ
ニ
が
食
べ
ら
れ
る
宿
を
掲
載

し
た
割
引
券
つ
き
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ち
り

め
ん
小
物
な
ど
を
配
布
。 

　
中
江
座
長
は
「
多
く
の
か
た
に
冬
の
丹
後

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
丹
精
込
め
て
手
づ
く
り
し
た
色

鮮
や
か
な
「
ハ
ッ
ピ
」
を
積
極
的
に
活
用
し

た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
丹
後
が
多

く
の
観
光
客
の
か
た
で
に
ぎ
わ
う
よ
う
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
　 

　
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
隠
棲
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
弥
栄
町
野
間
地
域
で
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
と
の

尊
い
由
縁
を
活
か
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
す
「
野
間
地
域
活
性
化
グ

ル
ー
プ
」（
羽
賀
義
昌
代
表
）
が
、
野
間
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
「
天
の
恵
み
　
ガ
ラ
シ
ャ
」
の
販
売

を
開
始
し
、
同
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

          

　
野
間
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
商
品
化
は
、
細

川
ガ
ラ
シ
ャ
の
子
孫
で
あ
る
細
川
護
煕
（
も

り
ひ
ろ
）
第
七
十
九
代
内
閣
総
理
大
臣
夫

人
の
佳
代
子
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
商

品
名
を
「
天
の
恵
み
　
ガ
ラ
シ
ャ
」
に
決

定
す
る
と
と
も
に
そ
の
揮
ご
う
を
い
た
だ

く
な
ど
、
昨
年
の
夏
か
ら
同
グ
ル
ー
プ
を

中
心
に
商
品
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。 

　「
天
の
恵
み
　
ガ
ラ
シ
ャ
」
は
、
野
間
川

の
清
流
に
育
ま
れ
、
低
農
薬
な
ど
に
こ
だ

わ
っ
た
安
心
・
安
全
が
売
り
の
お
米
。
細

川
ガ
ラ
シ
ャ
と
縁
の
あ
る
地
で
収
穫
さ
れ

た
米
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
十
二
月
に
は
、

同
グ
ル
ー
プ
が
バ
チ
カ
ン
市
国
の
在
日
大

使
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
を
訪
れ
、
ロ

ー
マ
教
皇
へ
の
献
上
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
び
、
商
品
化
の
準
備
が
整
い
、

平
成
二
十
年
産
の
「
天
の
恵
み
　
ガ
ラ
シ
ャ
」

約
三
〇
〇
〇
㌔
の
販
売
を
開
始
。
一
袋
二

㌔
入
り
で
、
価
格
は
千
九
百
円
（
送
料
、

そ
の
ほ
か
の
手
数
料
は
含
み
ま
せ
ん
）
で
す
。

数
に
限
り
が
あ
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

か
た
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
一
人
に
つ
き
二
袋
ま
で
の
限
定
販

売
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

　
平
成
二
十
一
年
度
政
府
予
算
の
財
務
省
原

案
で
、「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」
の
京

丹
後
市
以
西
の
未
着
工
区
間
約
四
〇
㌔
を
国

主
体
で
初
め
て
調
査
を
進
め
る
費
用
が
計
上

さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
国
に
よ
る

調
査
が
正
式
に
決
定
す
れ
ば
、
早
期
完
成
に

向
け
大
き
な
弾
み
に
な
り
ま
す
。 

 

　
日
本
海
に
沿
っ
て
計
画
さ
れ
て
い
る
「
鳥

取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」
（
延
長
約
一
二
〇

㌔
）
は
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
（
西
京
区
〜

宮
津
市
、
平
成
二
十
六
年
度
に
全
線
開
通
予

定
）
と
結
ば
れ
ま
す
。 

　
「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」
は
、
現
在

京
都
府
が
工
事
を
行
い
、
宮
津
天
橋
立
Ｉ
Ｃ

（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
〜
野
田
川
岩
滝
Ｉ

Ｃ
の
六
・
四
㌔
が
完
成
時
期
を
予
定
よ

り
一
年
早
め
て
平
成
二
十
二
年
度
、
大

宮
森
本
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
四
・
三
㌔
が
平
成

二
十
年
代
半
ば
ご
ろ
に
完
成
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
主
体
の
調
査
費
用
が
計
上
さ
れ
れ

ば
、
航
空
写
真
に
よ
る
地
形
の
確
認
や

適
切
な
経
路
を
探
る
測
量
や
設
計
が
実

施
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。 

　
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
り
ょ
う
な
ど

の
高
度
な
技
術
が
必
要
か
ど
う
か
も
検

討
さ
れ
、
国
に
よ
る
事
業
主
体
が
実
現

す
れ
ば
、
早
期
完
成
に
大
き
く
近
づ
く

こ
と
に
な
り
、
京
都
府
北
部
の
活
性
化

と
都
市
部
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

財務省原案で 

国主体の調査費用が計上 
財務省原案で 

国主体の調査費用が計上 

手
づ
く
り

手
づ
く
り 

　「
ハ
ッ
ピ
」

「
ハ
ッ
ピ
」の
作
製

の
作
製 

手
づ
く
り

手
づ
く
り 

　「
ハ
ッ
ピ
」

「
ハ
ッ
ピ
」の
作
製

の
作
製 

手
づ
く
り 

　「
ハ
ッ
ピ
」の
作
製 

京
都
駅
前
で

京
都
駅
前
で 

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

京
都
駅
前
で

京
都
駅
前
で 

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

京
都
駅
前
で 

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

丹
後
ち
り
め
ん
を
使
用

丹
後
ち
り
め
ん
を
使
用 

丹
後
ち
り
め
ん
を
使
用

丹
後
ち
り
め
ん
を
使
用 

丹
後
ち
り
め
ん
を
使
用 

手
づ
く
り

づ
く
り
「
ハ
ッ
ピ
」

「
ハ
ッ
ピ
」
で
丹
後
の
冬
の
魅
力
を

で
丹
後
の
冬
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
Ｐ
Ｒ 

手
づ
く
り
「
ハ
ッ
ピ
」
で
丹
後
の
冬
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ 

京
丹
後

京
丹
後 

宿 

お
か
み
さ
ん
の
会

お
か
み
さ
ん
の
会 

京
丹
後

京
丹
後 

宿 

お
か
み
さ
ん
の
会

お
か
み
さ
ん
の
会 

京
丹
後 

宿 

お
か
み
さ
ん
の
会 

○
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
弥
栄
市
民
局
市
民
福
祉
課（
蕁
六
九
ー
〇
五
〇
〇
） 

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

http://w
w
w
.city.kyotango.kyoto.jp/m

iryoku/ 
tokusanhin/gratia/index.htm

l
ガ
ラ
シ
ャ

ガ
ラ
シ
ャ 

ガ
ラ
シ
ャ 

発
売
開
始

発
売
開
始 

発
売
開
始

発
売
開
始 

発
売
開
始 

野間産 
コシヒカリ 
野間産 
コシヒカリ 
野間産 
コシヒカリ 

野
間
地
域
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
決
定

野
間
地
域
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
決
定 

野
間
地
域
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
決
定

野
間
地
域
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
決
定 

野
間
地
域
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
決
定 

天
の
恵
み 

鳥取豊岡宮津自動車道 
　　　　京丹後以西40㌔ 
鳥取豊岡宮津自動車道 
　　　　京丹後以西40㌔ 

野田川岩滝ＩＣの 
完成時期も１年早まる 
野田川岩滝ＩＣの 
完成時期も１年早まる 
野田川岩滝ＩＣの 
完成時期も１年早まる 



平成21年2月 平成21年2月 

13 12

ま
ち
づ
く
り 

ま
ち
づ
く
り 

京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
通
信
⑧ 

　参加されたかたの中から、6人のかたに日ごろの応援団活動の様子などについ
て発表していただき、「ふるさと 京丹後」に対する熱い想いに参加者は聴き入りま
した。発表の一部をご紹介します。 

丹
後
産
品
の
展
示
販
売
や 

試
飲
・
試
食
コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況 

　「くるみ割り人形」は、毎年12月ごろに世界中の劇場で上
演されるバレエです。主人公のクララがすてきな王子様に導
かれて、幻想的な雪の情景や色とりどりの衣装を身にまとった
お菓子の精たちの踊り、華やかなバラのワルツを体験。チャイ
コフスキーの音楽に彩られたおとぎの世界が広がる内容とな
っており、初めてのかたにも楽しんでいただけるバレエとして、
世界中で親しまれています。 

　
地
域
に
お
け
る
舞
台
芸
術
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
京
丹

後
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」（
片
山
茂
代
表
）
の
主
催
に
よ

る
バ
レ
エ
公
演
「
く
る
み
割
り
人
形
」
が
、
十
二
月
七
日
、
京
都
府

丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
実
行
委
員
会
は
、
本
格
的
な

舞
台
公
演
や
市
民
参
加
型
の
公
演

を
本
市
内
で
開
催
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
各
種
団
体
や
有
志
参
加
の

も
と
に
平
成
十
七
年
度
に
設
立
。

以
来
、
「
京
都
オ
ペ
ラ
協
会
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
」
、
「
丹

後
観
世
能
と
狂
言
」
、

「
市
民
で
つ
く
る
第

九
コ
ン
サ
ー
ト
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
の
舞
台
公
演
を

は
じ
め
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
伝
統
文

化
「
謡
」
の
体
験
学

習
な
ど
を
実
施
し
、

丹
後
地
域
の
文
化
振

興
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、「
貞
松
・

浜
田
バ
レ
エ
団
」
を

招
き
、
本
市
で
は
鑑

賞
機
会
の
少
な
い
バ
レ
エ
公
演
を

開
催
。
京
丹
後
市
を
中
心
に
約
八

百
人
の
か
た
が
、
約
三
時
間
に
渡

る
本
格
的
な
舞
台
芸
術
を
身
近
に

鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
鑑
賞
さ
れ
た
か
た
か
ら
は
「
丹

後
で
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
文
化

芸
術
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て

本
当
に
感
動
し
た
」、「
と
て
も
美

し
く
、
子
ど
も
に
本
格
的
な
バ
レ

エ
公
演
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
本

当
に
よ
か
っ
た
」、「
子
ど
も
た
ち

も
目
を
輝
か
せ
て
観
て
い
ま
し
た
」

な
ど
、
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

　
公
演
当
日
、
バ

レ
エ
を
よ
り
身
近

に
体
感
・
体
験
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、

開
演
前
の
同
会
場

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
講
習
会
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
貞
松
・
浜
田

バ
レ
エ
団
」
の
バ

レ
リ
ー
ナ
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
、
バ

レ
エ
の
動
き
や
表

現
方
法
な
ど
の
直

接
指
導
に
よ
り
、

文
化
芸
術
を
肌
で

感
じ
て
い
た
だ
き
、
文
化
活
動

へ
の
関
心
を
高
め
る
き
っ
か
け

と
し
て
開
催
。
丹
後
・
但
馬
地

域
か
ら
、
小
・
中
校
生
や
高
校

生
二
十
一
人
が
参
加
さ
れ
、
プ

ロ
バ
レ
リ
ー
ナ
の
表
現
方
法
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。 

　
内
容
は
、
バ
レ
エ
の
歴
史
や

鑑
賞
法
な
ど
の
解
説
に
加
え
、

バ
レ
エ
の
動
き
を
当
日
の
出
演

者
を
交
え
て
実
演
。
バ
レ
エ
の

正
し
い
立
ち
方
や
、
言
葉
を
使

わ
ず
に
感
情
を
表
現
す
る
体
の

動
か
し
方
な
ど
が
披
露
さ
れ
る

と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
わ
き
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

舞
台
や
楽
屋
の
見
学
の
ほ
か
、「
ゲ

ネ
プ
ロ
」
と
言
わ
れ
る
本
番
前

に
舞
台
上
で
行
わ
れ

る
最
後
の
リ
ハ
ー
サ

ル
を
鑑
賞
。
同
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

さ
れ
た
小
川
智
子
さ

ん
は
「
姿
勢
や
体
を

使
っ
て
の
表
現
が
と

て
も
き
れ
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
市
の
発
展
を
真
に
応
援
し
て
く
だ
さ
る
市
外
在
住
の
か
た

で
構
成
す
る
「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
。
同
応
援
団
の
交
流
会
を

十
二
月
六
日
、京
都
市
内
で
初
め
て
開
催
し
、近
畿
地
方
在
住
の
団
員

の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、本
市
の
行
政
・
観
光
・
商
工
関
係
者
な
ど
約
五

十
人
が
参
加
さ
れ
、日
ご
ろ
の
応
援
団
活
動
の
成
果
や
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

「ふれあいを楽しみながら、
親子連れなどにPR名刺を渡
しています。感想を聞くの
も楽しみです」 

          

　
「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
」

は
平
成
十
九
年
九
月
に
発
足
し
、

平
成
二
十
年
十
二
月
現
在
の
団

員
数
は
約
三
百
人
。
本
市
の
発

展
を
「
ふ
る
さ
と
を
想
う
心
」

で
応
援
し
て
く
だ
さ
る
市
外
在

住
の
か
た
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
「
ふ
る
さ

と
京
丹
後
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
同
交
流
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
員
の
か
た
の
活
動
内
容
や
京

丹
後
市
の
状
況
を
よ
り
知
っ
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
応
援

団
活
動
に
い
っ
そ
う
弾
み
を
つ

け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
。
団
員
間
の
交
流
を
は
じ
め
、

京
丹
後
市
か
ら
参
加
さ
れ
た
か

た
と
情
報
を
交
換
し
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。 

　
市
か
ら
は
、「
京
丹
後
ふ
る
さ

と
応
援
団
」
の
取
り
組
み
の
近

況
の
ほ
か
、
市
が
取
り
組
む
「
職

員
全
員
営
業
マ
ン
活
動
」
や
「
京

丹
後
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」

な
ど
の
取
り
組
み
を
報
告
。
ま
た
、

京
丹
後
市
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
譛
丹

後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
が
堀
川
商
店
街
（
京
都
市
上

京
区
）
に
出
店
し
て
い
る
丹
後

の
特
産
品
シ
ョ
ッ
プ
「
ホ
ッ
と

丹
後
」
に
よ
る
丹
後
産
品
の
販
売
・

試
食
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
、
会

場
は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

大阪でふるさと写真展を開催された、
参加者の中で最年少の林佑治さん
（大阪市在住） 

ツアーガイドとして多くの国を訪
れるかたわら、丹後にも度々帰省。
野菜づくりなどを楽しんでおられ
る芦田久美子さん（京都市在住） 

「樹木医」の資格をお持ちで、公園など
で剪定ボランティア活動をされながら、
公園利用者などに京丹後をＰＲしてい
ただいている平林勇夫さん（向日市在住） 

…………………………………………………………………………………… 

………………………………………………………………………………………………………………………… 

………… 

くるみ割り人形 

M
AC

HIZUKURI

プロのダンサーによる直接指導 プロのダンサーによる直接指導 プロのダンサーによる直接指導 

 

応
援
団
交
流
会

応
援
団
交
流
会
を 

 

応
援
団
交
流
会

応
援
団
交
流
会
を 

 

応
援
団
交
流
会
を 

「日本の文化は田舎にあると実
感しています。京丹後の景色や
空気には本当に心休まります」 

「年は若いですが、みなさん
と気持ちは一緒。京丹後が
好きだからがんばれる。都
会と田舎をつなぐきっかけ
を“デザイン”したい」 

ふ
る
さ
と
の
発
展
に
向
け 

初開催 初開催 初開催 

活動内容を発表 活動内容を発表 
文化芸術を身近に体験 

ま
ち
づ
く
り
を
推
進 

に
よ
る 

 

文
化 

文
化 バ

レ
エ
公
演
を
開
催 

丹後地域で 
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京
都
府
の
ひ
ろ
ば 

京
都
府
の
ひ
ろ
ば 

成相線 

大内線 

奥寄線 

角突山線 

大鼓山線 

丹
後
広
域
振
興
局
農
林
商
工
部 

農
林
整
備
室
森
林
整
備
担
当 

　
　
　
（
蕁
六
二
ー
四
三
二
六
） 

　
丹
後
縦
貫
林
道
は
、
北
は
京
丹
後
市
丹
後
町
上
野
か
ら
南
は
京
丹
後
市
大
宮
町
三
重

の
大
内
峠
ま
で
の
、
幅
員
四
㍍
、
延
長
四
六
㌔
メ
ー
ト
ル
の
林
道
で
す
。
同
林
道
は
、

昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
五
十
五
年
度
ま
で
の
十
二
年
間
を
か
け
て
京
都
府
が
開
設
し
、

北
か
ら
大
鼓
山
線
・
角
突
山
線
・
成
相
線
・
大
内
線
と
四
路
線
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

府
で
は
現
在
も
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
林
道
と
な
る
よ
う
、
交
通
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
の
工
事
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
完
成
後
は
市
町
が
管
理
し
て
い
ま
す
） 

   

       

 

林
道
の
開
通
後
、
沿
線
で
は
森
林
資
源
の

活
用
が
進
む
と
と
も
に
、
府
立
碇
高
原
総
合

牧
場
、
弥
栄
町
ス
イ
ス
村
な
ど
の
施
設
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
林
道
を
利
用
さ
れ

る
か
た
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大

型
車
を
含
め
た
通
行
車
両
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
平
成
三
年
度
か
ら
「
丹
後
縦
貫
林

道
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
」
を
実
施
。
幅
員
を

７
㍍
の
二
車
線
に
拡
幅
す
る
と
と
も
に
カ
ー

ブ
を
緩
や
か
に
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
標
識

な
ど
の
安
全
施
設
の
設
置
な
ど
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。 

 

第
一
期
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
と
し
て
は
平

成
八
年
度
ま
で
に
、
丹
後
町
上
野
か
ら
弥
栄

町
ス
イ
ス
村
ま
で
の
一
二
㌔
メ
ー
ト
ル
を
整

備
。
平
成
九
年
度
か
ら
現
在
ま
で
は
第
二
期

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
と
し
て
ス
イ
ス
村
の
南

側
か
ら
大
内
峠
ま
で
の
三
二
㌔
メ
ー
ト
ル
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
九
・
六
㌔

メ
ー
ト
ル
が
完
成
。
進
ち
ょ
く
率
は
約
三
〇

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
事
業
費
は
、
全

体
計
画
の
四
十
四
億
円
に
対
し
て
二
十
一
億

五
千
二
百
万
円
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

     

さ
ら
に
、
平
成
八
年
度
か
ら
は
、
丹
後
縦

貫
林
道
と
国
道
三
一
二
号
（
水
戸
谷
峠
付
近
）

を
結
ぶ
林
道
と
し
て
、
新
た
に
「
奥
寄
線
」

の
建
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

同
路
線
は
、
全
体
計
画
五
・
八
㌔
メ
ー
ト

ル
に
対
し
て
四
・
五
㌔
メ
ー
ト
ル
が
完
成
。

進
ち
ょ
く
率
は
約
七
七
㌫
で
、
事
業
費
は
十

七
億
七
千
七
百
万
円
の
計
画
に
対
し
て
十
四

億
千
七
百
万
円
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

　
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
」
お
よ
び
「
奥
寄

線
の
建
設
」
の
い
ず
れ
も
着
手
後
一
定
の
期

間
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
七
・

十
八
年
度
に
府
の
再
評
価
委
員
会
に
よ
る
審

査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
の
結
果

を
踏
ま
え
、
道
路
の
機
能
を
最
低
限
確
保
し

な
が
ら
建
設
コ
ス
ト
を
縮
減
し
、
同
時
に
環

境
に
も
配
慮
す
る
た
め
、
当
初
計
画
の
「
幅

員
七
㍍
・
二
車
線
構
造
」
を
「
幅
員
五
㍍
・

一
車
線
構
造
」
に
し
、
待
避
所
や
車
廻
し
を

設
置
す
る
「
一
・
五
車
線
的
整
備
」
へ
と
計

画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

 

計
画
見
直
し
の
際
に
は
、
地
元
関
係
者
・

林
業
関
係
者
・
観
光
産
業
関
係
者
・
学
識
者

か
ら
な
る
「
丹
後
縦
貫
林
道
整
備
検
討
委
員

会
」
を
設
置
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
地
域
懇

談
会
で
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
、
平
成
十
八

年
三
月
に
は
「
計
画
に
関
す
る
提
言
」
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
こ
の
提
言
を
踏
ま
え
、
府
民
の
み

な
さ
ん
に
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
道
と

な
る
よ
う
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
工
事
に
伴
う
通
行
止
め
な
ど
に
よ
り
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

「奥寄線」水戸谷峠側入り口 「奥寄線」水戸谷峠側入り口 

「大内線」大内峠側入り口から 
 3.5km付近 
「大内線」大内峠側入り口から 
 3.5km付近 

「奥寄線」大内峠側入り口から 
 1.3km付近 
「奥寄線」大内峠側入り口から 
 1.3km付近 

お
問
い
合
わ
せ
先 

　  －凡  例－ 
丹後縦貫林道 
　　　　未整備区間 
　　　　整備済区間 
  国道 
 
  府道 
 
  市町道 
 
  その他林道等 

大鼓山線 大鼓山線 

道
路
機
能
を
確
保
し
な
が
ら 

コ
ス
ト
を
縮
減 

道
路
の
安
全
を
確
保

道
路
の
安
全
を
確
保 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
を
実
施

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
を
実
施 

道
路
の
安
全
を
確
保

道
路
の
安
全
を
確
保 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
を
実
施

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
を
実
施 

道
路
の
安
全
を
確
保 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
を
実
施 

国
道
三
一
二
号
に
接
続
す
る

国
道
三
一
二
号
に
接
続
す
る 

「
奥
寄
線
」

「
奥
寄
線
」
を
整
備
中

を
整
備
中 

国
道
三
一
二
号
に
接
続
す
る

国
道
三
一
二
号
に
接
続
す
る 

「
奥
寄
線
」

「
奥
寄
線
」
を
整
備
中

を
整
備
中 

国
道
三
一
二
号
に
接
続
す
る 

「
奥
寄
線
」
を
整
備
中 

当
初
計
画
を
一
部
見
直
し

当
初
計
画
を
一
部
見
直
し 

当
初
計
画
を
一
部
見
直
し

当
初
計
画
を
一
部
見
直
し 

当
初
計
画
を
一
部
見
直
し 

進
ち
ょ
く
率
は
30
％ 

利
用
し
や
す
い
林
道
を
め
ざ
し
ま
す

利
用
し
や
す
い
林
道
を
め
ざ
し
ま
す 

利
用
し
や
す
い
林
道
を
め
ざ
し
ま
す

利
用
し
や
す
い
林
道
を
め
ざ
し
ま
す 

利
用
し
や
す
い
林
道
を
め
ざ
し
ま
す 

 

丹
後
縦
貫
林
道

丹
後
縦
貫
林
道 

 

丹
後
縦
貫
林
道 
京都府の 
ひろば 

　本紙９月号から、京都府
で取り組まれています市民
生活にかかわる事業などに
ついてご紹介しています。 

丹後縦貫林道　整備の状況 
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健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 
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高
齢
者
の
食
べ
る
こ
と
の
意
義

高
齢
者
の
食
べ
る
こ
と
の
意
義 

高
齢
者
の
食
べ
る
こ
と
の
意
義

高
齢
者
の
食
べ
る
こ
と
の
意
義 

高
齢
者
の
食
べ
る
こ
と
の
意
義 

次の項目に該当する場合は、低栄養状態が疑われます。 

この半年で体重が2～3kg減ったかた 

血液検査の結果、 
血清アルブミン値が3.8g/dl以下 

血液中に含まれる主なたんぱく質です。この値
が低いと低栄養の状態が考えられます。 

B M Iが 18.5未満のかた 
【B M I＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）】 
（例）体重60kg、身長150cmの場合 
 　BMI＝ 60÷1.5÷ 1.5＝ 26.7

「低栄養」ではありませんか？ 「低栄養」ではありませんか？ 「低栄養」ではありませんか？ 

高齢者の体の変化 高齢者の体の変化 高齢者の体の変化 

食
べ
る
こ
と 

筋
た
ん
ぱ
く
質
の 

維
持 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
た
ん
ぱ
く
質
の 

十
分
な
摂
取 内

臓
た
ん
ぱ
く
質
の 

維
持 

要
介
護
状
態
や
重
度
化
を
予
防 

生
活
の
質
の
維
持
・
向
上
、 

健
康
寿
命
の
増
大 

身
体
機
能
の
維
持 

生
活
機
能
の
維
持 

免
疫
能
の
維
持
・
向
上 

４つの器 ４つの器 

３つの器 ３つの器 

 

＝ 

ご
は
ん
・
パ
ン
・
め
ん
類
な
ど 

 

＝ 

肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
製
品
な
ど
の
料
理 

 

＝ 

野
菜
・
海
藻
・
き
の
こ
な
ど
の
料
理 

主 食 

主 菜 

副 菜 

または 

副 菜 

朝食 

卵 

昼食 

魚 

夕食 

肉 

昼食 

卵 

朝食 

魚 

夕食 

大豆 
製品 

主菜例 
１日目 

主菜例 
２日目 

たんぱく質やエネルギーの不足、消化吸収率
の低下など全身の栄養状態がよくない状態と
考えられます。月に一度は体重を計り、体重
が減っていないか確認しましょう。 

食欲の低下 

味覚細胞（特に塩味・ 
甘味）の減少 

飲み込む力が 
弱くなる 

筋力（食事機能） 
が衰える 

唾液の分泌が半減 

かむ力が衰える 

口渇感が鈍る 

消化液の分泌の低下 

腸の運動能力 
（特に大腸機能）の低下 

3つの器にもう１つの器（副菜か
汁物）を加えると、より栄養バラ
ンスがよくなります。 

毎食そろえる習慣を 

３つの器 ３つの器 

主
食 

主
菜 

副
菜 

汁 物 

　
み
な
さ
ん
、
介
護
予
防
に
食
事
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
。
実

は
、
介
護
が
必
要
な
か
た
に
「
低
栄
養
」
と
い
う
状
態
の
か
た
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。 

 

で
は
、
低
栄
養
と
は
何
か
、
予
防
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
よ

い
か
ご
紹
介
し
ま
す
。 

主菜の器がポイントです 主菜の器がポイントです 主菜の器がポイントです 　3つの器の中で、不足しやすいのが主菜の器
です。ご飯と漬物だけですませたり、野菜中
心の食事になると、主菜の栄養素であるたん
ぱく質が少なくなり、低栄養の状態になります。
実は、たんぱく質は体の中で作られず、食べ
物からとるしかありません。 
 ポイントは、主菜を先に決めてから献立を
考えると、比較的バランスのよい食事になり
ます。脂の少ない肉や魚を使ったり、豆腐や
卵などを上手に利用し、少量でもよいので主
菜の器をそろえるように心がけましょう。 

「
低
栄
養
」
に 

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

     

　 

  

　
高
齢
期
に
な
る
と
食
欲
が
低
下
し
、
食

事
量
が
減
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
食
事
量

が
減
る
と
、
た
ん
ぱ
く
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
不
足
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
状
態
を
「
低

栄
養
」
と
い
い
ま
す
。 

　「
低
栄
養
」
に
な
る
と
、
体
力
・
免
疫
力
・

筋
力
な
ど
、
活
き
活
き
と
生
活
す
る
た
め

に
必
要
な
機
能
が
低
下
す
る
と
と
も
に
、

病
気
や
骨
折
な
ど
を
招
き
や
す
い
状
態
に

な
り
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
る
可
能

性
も
高
ま
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
寝
た
き
り
の
か
た
も
栄
養
状
態

が
悪
い
と
、
床
ず
れ
が
で
き
た
り
、
感
染

症
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

     

　
高
齢
の
か
た
が
低
栄
養
に
な
る
の
は
、

食
べ
る
こ
と
に
か
か
わ
る
体
の
変
化
が
影

響
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
不
足
や
ス

ト
レ
ス
、
一
人
暮
ら
し
に
よ
る
意
欲
、
食

欲
低
下
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
考
え

ら
れ
ま
す
。 

                             

　
食
べ
る
こ
と
が
健
康
の
源
だ
と
い
う
こ

と
は
み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、

数
年
後
、
元
気
で
活
き
活
き
と
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
も
毎
日
の
「
食
」
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
食
べ
る
こ
と
は
単
に
栄
養
を
と

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
上
に

大
切
な
の
が
、
食
べ
る
「
楽
し
み
」
で
す
。

旬
の
も
の
や
、
好
み
の
も
の
を
食
べ
る
楽

し
み
、
会
話
を
し
な
が
ら
食
べ
る
楽
し
み
、

ま
た
料
理
を
つ
く
る
楽
し
み
な
ど
、
生
活

の
中
で
の
食
の
「
楽
し
み
」
を
大
切
に
す

る
こ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。 

　
低
栄
養
を
予
防
す
る
に
は
、
ま
ず
食
べ

る
こ
と
で
す
。「
三
度
の
食
事
に
三
つ
の
器
」

を
そ
ろ
え
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

あなたの健康 
応援します 
あなたの健康 
応援します 
あなたの健康 
応援します 

低
栄
養

低
栄
養
に
な
ら
な
い
よ
う

に
な
ら
な
い
よ
う 

　
　
　
気

　
　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

を
つ
け
ま
し
ょ
う 

低
栄
養

低
栄
養
に
な
ら
な
い
よ
う

に
な
ら
な
い
よ
う 

　
　
　
気

　
　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

を
つ
け
ま
し
ょ
う 

低
栄
養
に
な
ら
な
い
よ
う 

　
　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

な
ぜ
低
栄
養
状
態
に 

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

食
べ
る
こ
と
は 

　
　
健
康
の
基
本 

低
栄
養
を 

　
予
防
す
る
た
め
に 
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宝 

く 

じ 

助 

成 

環
　
　
境 
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液晶式テレビ/プラズマ式テレビ 衣類乾燥機 

（1ナノグラムは10億分の1グラム） 

峰山クリーンセンターダイオキシン類測定の結果 
 
1号炉 
2号炉 
3号炉 
4号炉 
焼却灰（1・2号炉） 
焼却灰（3・4号炉） 
飛灰（薬品処理前） 
飛灰（薬品処理後） 

結　　果 
0.0000048 ナノグラム 
0.00028 ナノグラム 
0.0067 ナノグラム 
0.0002 ナノグラム 
0（0.08未満）ナノグラム 
0.02 ナノグラム 
0.0027 ナノグラム 
0（0.08未満）ナノグラム 

基  準  値 

10 ナノグラム以下 
 
5 ナノグラム以下 
 
 
3 ナノグラム以下 
 

（測定日 H20．10．14～15） 

エアコン 

テレビ 
（液晶式・プラズマ式は、Ｈ21.4.1から適用） 

冷蔵庫・冷凍庫 

洗濯機・衣類乾燥機 
（衣類乾燥機は、Ｈ21年4月1日から適用） 

 
15型以下 
16型以上 
170㍑以下 
171㍑以上 

2,625円 
1,785円 
2,835円 
3,780円 
4,830円 

2,520円 

リサイクル料金 品　　　　　　目 

※リサイクル料金のほかに、収集運搬料金が必要となります。 
※リサイクル料金は、家電メーカーにより異なります。 

平成21年４月１日からのリサイクル料金（税込み・１台あたり） 

廃
棄
の
際
に
は

廃
棄
の
際
に
は 

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
必
要
で
す

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
必
要
で
す 

廃
棄
の
際
に
は 

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
必
要
で
す 

　
ご
み
の
焼
却
施
設
は
、
「
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」

に
よ
り
、
年
一
回
、
排
ガ
ス
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
を
測
定

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
も
、
「
よ
り
ク
リ
ー
ン
に
、

よ
り
快
適
に
」
を
指
針
に
毎
年
測

定
を
行
い
、
本
年
度
の
結
果
は
例

年
同
様
に
基
準
値
を
大
幅
に
ク
リ

ア
し
「
安
心
・
安
全
」
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 ダイオキシンは、発がん性が認められるなど、人体
に入るとさまざまな影響を及ぼすと言われ、化学構造
や毒性の異なる200以上の種類があります。ダイオキ
シンは、物が燃えるとき、特に不完全燃焼時に発生す
ることが科学的にわかっています。そのほか、金属精
錬の燃焼工程や紙などの塩素漂白過程などでも生じます。 

●家電リサイクル法とは 

　家電リサイクル法は、「特定家庭用機
器再商品化法」のことで、消費者、家電
小売店そして家電メーカーなどがそれぞ
れの役割分担により、リサイクルを進め
ていくという法律のことです。 

 

こ
れ
ら
の
製
品
を
廃
棄
さ

れ
る
場
合
は
、
購
入
店
な
ど

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

  

　
昨
年
十
二
月
五
日
に
、
「
特
定

家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」
が
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、「
液

晶
式
テ
レ
ビ
」・「
プ
ラ
ズ
マ
式
テ

レ
ビ
」・「
衣
類
乾
燥
機
」
が
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
目
に
追

加
さ
れ
ま
す
。 

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
「
衣
類
乾
燥

機
」・「
液
晶
式
テ
レ
ビ
」・「
プ
ラ

ズ
マ
式
テ
レ
ビ
」
に
つ
い
て
、
各

最
終
処
分
場
で
の
受
け
入
れ
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
一

年
三
月
末
を
も
っ
て
こ
れ
ら
の
製

品
の
受
け
入
れ
を
停
止
し
ま
す
。 

　
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

は
、
こ
れ
ら
の
製
品
を
廃
棄
す
る

場
合
は
、
小
売
店
な
ど
へ
の
引
き

渡
し
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
が
義
務
づ

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
際

は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
な
ど
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
文
化
の
振
興
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
支
援
な
ど
を
は
じ
め
、
地
域
振
興
の
た
め
の
事
業
を
通
じ
て
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
度
に
は
市
内
六
地
区
が
、
祭
用
備

品
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
な
ど
の
整
備
事
業
を
行
い
ま
し
た
。 

荒山区（峰山町） 神楽囃子屋台、襦袢、 
袢天ほか　祭用備品を整備 

奥大野区（大宮町） イス、机、演台、ホワイトボード 
など集会施設備品を整備 

浜詰区（網野町） 

浜詰墓地公園に 
公衆トイレを整備 

古間東区（丹後町） 太鼓屋台を整備 

堤区（弥栄町） 

太鼓・祭り袢纏ほか 
祭用備品を整備 

久美浜一区（久美浜町） 

神楽装飾幕・太鼓張替、 
提灯など　祭用備品を整備 

ダイオキシンとは ダイオキシンとは 

ダイオキシン類測定結果 
　基準値を大幅にクリア 
ダイオキシン類測定結果 
　基準値を大幅にクリア 
ダイオキシン類測定結果 
　基準値を大幅にクリア 
〈峰山クリーンセンター〉 〈峰山クリーンセンター〉 〈峰山クリーンセンター〉 

４月から ４月から 

最
終
処
分
場
で
の
受
け
入
れ
を 

停
止
し
ま
す 

衣
類
乾
燥
機
／
液
晶
式
テ
レ
ビ

衣
類
乾
燥
機
／
液
晶
式
テ
レ
ビ 

　
　
　
／
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ
ビ

　
　
　
／
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ
ビ 

衣
類
乾
燥
機
／
液
晶
式
テ
レ
ビ

衣
類
乾
燥
機
／
液
晶
式
テ
レ
ビ 

　
　
　
／
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ
ビ

　
　
　
／
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ
ビ 

衣
類
乾
燥
機
／
液
晶
式
テ
レ
ビ 

　
　
　
／
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ
ビ 

宝
く
じ
助
成
で

宝
く
じ
助
成
で 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
性
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
性
化 
宝
く
じ
助
成
で 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
性
化 



平成21年２月 平成21年２月 

21 20

ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会 吉 野 保 育 所 

溝 谷 保 育 所 

黒 部 保 育 所 

和 田 野 保 育 所 

鳥 取 保 育 所 

   【
一
】
京
丹
後
市
保
育
所
再
編
等
推
進
計
画

に
つ
い
て
、
弥
栄
町
地
域
で
一
保
育

所
の
新
設
を
提
言
い
た
し
ま
す
。 

【
二
】
一
保
育
所
新
設
に
あ
た
り
、
弥
栄
町

内
各
地
区
か
ら
保
育
所
ま
で
の
保
育

所
通
所
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
併
せ
て

提
言
い
た
し
ま
す
。 

【
三
】
一
保
育
所
新
設
に
あ
た
り
、
そ
の
施

設
内
に
幼
稚
園
も
設
置
し
、
幼
保
一

体
施
設
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
を
提

言
い
た
し
ま
す
。 

 
　
　【
理
　
由
】 

　
現
在
、
京
丹
後
市
保
育
所
再
編
等
推
進

計
画
で
示
さ
れ
て
い
る
吉
野
保
育
所
、
和

田
野
保
育
所
、
和
田
野
保
育
所
野
間
分
園

の
再
編
に
つ
い
て
、
野
間
分
園
は
平
成
二

十
年
四
月
一
日
よ
り
和
田
野
保
育
所
に
統

合
さ
れ
ま
し
た
が
、
吉
野
保
育
所
、
和
田

野
保
育
所
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十
二

年
度
に
か
け
て
溝
谷
保
育
所
へ
の
統
廃
合

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

弥
栄
地
域
で
も
少
子
化
は
進
み
、
子
供

の
数
は
年
々
減
少
す
る
中
、
保
護
者
の
保

育
需
要
は
、
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
多

様
化
し
て
き
て
お
り
、
低
年
齢
児
保
育
や

延
長
保
育
な
ど
の
保
育
需
要
は
逆
に
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

子
供
は
集
団
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
と
お
し
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
成
長
過
程
で
の
体
験
は
、

多
く
の
仲
間
と
環
境
に
よ
り
大
き
く
左
右

さ
れ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
十
年

後
の
弥
栄
地
域
で
の
子
供
の
人
数
を
考
え

る
と
き
、
現
在
示
さ
れ
て
い
る
保
育
所
再

編
等
推
進
計
画
で
は
保
育
需
要
に
十
分
応

え
た
再
編
計
画
と
は
い
い
が
た
い
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 

今
後
の
人
口
推
移
、
保
護
者
や
住
民
感

情
を
考
え
る
と
き
、
ま
た
学
校
再
配
置
検

討
分
科
会
最
終
報
告
も
参
考
と
し
な
が
ら
、

一
時
的
に
は
多
く
の
経
費
が
必
要
か
も
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
弥
栄
地
域
で
は
、
子
育

て
支
援
を
進
め
て
い
く
う
え
で
幼
保
一
体

施
設
と
し
て
一
か
所
保
育
所
整
備
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
、
最
善
の
再
編
計
画
で
あ

る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
の
で
提
言
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　旧6町単位に設置され、市民のみなさんと行
政との協働による地域の振興や発展などについ
て提言する「地域まちづくり協議会」の弥栄町
および丹後町の2町から、地域振興施策を提言
いただきました。 
　各協議会においては、平成19年6月の設置か
ら数回にわたり、前身である「地域振興協議会」
が市長に対して提言した内容も協議しながら、
各町単位のまちづくりについて熱心に協議を行
っていただいています。 
　今回は、弥栄町および丹後町の提言書の概略
についてご紹介します。 

　 

  

　
丹
後
町
内
の
住
民
の
切
実
な
要
望
を
実

現
し
て
い
く
た
め
の
、
住
民
主
体
の
『（
仮

称
）
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
丹
後
町
」
』

の
設
立
を
提
言
い
た
し
ま
す
。 

  

　
　【
理
　
由
】 

　
平
成
十
六
年
の
平
成
の
大
合
併
に
よ
り

丹
後
六
町
は
京
丹
後
市
に
な
り
、
五
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。 

 

旧
町
毎
に
市
民
局
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

行
政
改
革
を
進
め
る
中
で
、
行
政
機
能
の

本
庁
へ
の
集
約
化
と
職
員
の
減
員
が
行
わ
れ
、

住
民
が
望
む
身
近
な
市
民
局
と
し
て
の
機

能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

京
丹
後
市
に
は
、
合
併
時
の
新
市
建
設

を
包
含
し
将
来
を
展
望
し
た
総
合
計
画
は

あ
り
ま
す
が
、
旧
町
毎
の
振
興
計
画
は
存

在
せ
ず
、
ま
た
、
旧
町
単
位
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
地
域
振
興
協
議
会
は
、
設
置

目
的
の
「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
の

展
開
や
提
言
の
実
施
」
に
至
ら
ず
、
残
念

な
が
ら
多
く
の
住
民
の
期
待
を
裏
切
っ
て

い
ま
す
。 

 

市
民
局
の
縮
小
化
、
社
会
福
祉
協
議
会 

・
観
光
協
会
・
商
工
会
な
ど
の
合
併
も
次
々

に
行
わ
れ
、
丹
後
町
に
は
行
政
や
関
連
団

体
の
本
部
機
能
が
全
く
な
い
と
い
っ
て
も

過
言
で
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。 

　
住
民
の
み
な
さ
ん
の
関
心
が
高
く
地
域

福
祉
活
動
の
拠
点
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議

会
も
、
組
織
の
見
直
し
と
称
し
、
丹
後
支

所
職
員
が
一
名
に
な
り
、
福
祉
の
後
退
が

現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

合
併
前
は
丹
後
町
地
域
に
特
定
さ
れ
て
い

た
寄
付
金
が
、｢

指
定
寄
付｣

と
い
わ
な
け

れ
ば
寄
付
者
の
意
向
が
十
分
に
反
映
さ
れ

な
い
仕
組
み
に
変
わ
っ
た
た
め
、
あ
る
種

の
不
信
感
に
も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
突
入
時

代
を
迎
え
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
文
化
財

を
保
全
し
、
伝
統
と
文
化
の
継
承
と
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
「
与

え
ら
れ
る
生
活
」
で
は
な
く
「
み
ん
な
で

創
っ
て
い
く
生
活
」
を
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

幸
い
の
こ
と
に
、
前
回
の
「
丹
後
町
地

域
振
興
協
議
会
」
が
「
丹
後
町
地
域
に
お

け
る
振
興
施
策
に
つ
い
て
」
の
提
言
を
し

っ
か
り
網
羅
さ
れ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
提
言
を
い
か
に
実
行
し
て
い
く
か
が
、

一
番
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

　
提
言
を
実
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ

の
た
め
の
組
織
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

住
民
自
治
の
立
場
か
ら
「
住
民
の
　
住
民

に
よ
る
　
住
民
の
た
め
の
住
民
自
治
」
を

め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
た
め
に
、

『（
仮
称
）「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
丹
後
町
」』

の
設
立
を
提
言
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

  

　【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
趣
旨
】 

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
の
中
、

豊
か
な
自
然
環
境
と
文
化
財
を
保
全
し
、

伝
統
と
文
化
の
継
承
と
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
、
私
た

ち
丹
後
町
に
住
む
者
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
次
の
「
三
助
」
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。 

【
一
】
公
助
↓
公
の
助
け
を
受
け
る 

　
　
　
　
　
　《
愛
（
あ
い
》） 

【
二
】
互
助
↓
お
互
い
が
助
け
合
う 

　
　
　
　
　
　《
絆
（
き
ず
な
）》 

【
三
】
自
助
↓
自
分
た
ち
の
力
で
行
う 

　
　
　
　
　
　《
意
（
こ
こ
ろ
）》 

 

　
主
に
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

【
一
】
豊
か
な
資
源
・
財
産
を
活
用
す
る
事

業
（
観
光
振
興
） 

【
二
】
イ
ベ
ン
ト
の
再
構
築
に
向
け
て
調
整

と
事
務
局
を
担
う 

【
三
】
自
然
に
優
し
い
事
業
（
環
境
対
策
） 

【
四
】
子
育
て
支
援
事
業 

【
五
】
高
齢
者
支
援
事
業 

【
六
】｢

お
い
で
ー
な
、
お
嫁
さ
ん｣

事
業 

  

当
面
、
次
の
活
動
を
重
点
と
し
て
事
業

や
支
援
を
行
い
ま
す
。 

■｢

お
い
で
ー
な
！
お
嫁
さ
ん｣

 

事
業 

■｢

誰
で
も
、
何
時
で
も
、
ど
ん
な
用
で
も｣

 

気
軽
に
利
用
で
き
る
移
送
サ
ー
ビ
ス 

■
身
近
な
コ
ト
よ
り
Co2

を
減
ら
す
事
業
 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
提
言
趣
旨
な
ど
を 

一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

弥栄町まちづくり協議会 弥栄町まちづくり協議会 弥栄町まちづくり協議会 丹後町まちづくり協議会 丹後町まちづくり協議会 丹後町まちづくり協議会 

提
　
言

提
　
言 

提
　
言 

提
　
言

提
　
言 

提
　
言 

８月28日 ８月28日 ８月28日 12月17日 12月17日 12月17日 

市長に地域振 興施策を提言 市長に地域振 興施策を提言 市長に地域振 興施策を提言 



平成21年2月 

市
政
懇
談
会 

市
政
懇
談
会 
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峰山町（長岡地区）市政懇談会の様子 

7月28日の集中豪雨で国道482号が冠水
している様子 

　 

  

　
現
在
、
農
業
の
中
心
的
な
担
い
手
は
高

齢
者
で
あ
り
、
耕
作
放
棄
地
は
年
々
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
耕
作
地
を
確
保
し
て
い

く
た
め
、
農
業
の
担
い
手
を
積
極
的
に
育

成
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
ま
た
、
猪
・
鹿
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
が
拡
大
し
て
お
り
、
電
気
柵
を
設
置
し

な
い
と
収
穫
は
全
く
望
め
な
い
状
態
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
対
策

を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

   

　 　
来
年
度
に
向
け
て
市
の
農
業
公
社
を
つ

く
り
、
耕
作
を
や
め
た
い
と
い
う
か
た
の

農
地
を
、
耕
作
を
し
た
い
と
い
う
か
た
に

集
め
て
耕
作
地
を
確
保
し
て
い
く
と
と
も

に
、
集
落
営
農
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、

農
地
の
耕
作
者
調
整
や
農
機
具
の
共
同
化

な
ど
農
業
の
負
担
軽
減
と
担
い
手
の
育
成

に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る

た
め
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
計
画
を
策
定
し
、

平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に
被
害
額
を
二
割

程
度
減
ら
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

予
算
も
増
額
し
て
積
極
的
な
捕
獲
対
策
を

し
て
い
き
ま
す
。 

  

 

　 　 　
少
子
高
齢
化
に
伴
い
小
・
中
学
校
の
児

童
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
、
義
務
教
育
の

学
校
再
配
置
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
検

討
の
推
移
が
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
る

の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
ま
た
、
住
宅
造
成
に
よ
る
入
居
者
の
小

学
校
区
に
つ
い
て
、
竹
野
川
か
ら
国
道
三

一
二
号
側
に
現
在
二
十
八
区
画
の
宅
地
が

造
成
さ
れ
、
そ
の
大
部
分
は
長
岡
小
字
米

田
（
よ
ね
だ
）
の
中
に
造
成
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
小
学
校
区
が
新
山
小
学
校
に
な
っ

て
い
る
理
由
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　 

  

　 　
峰
山
町
の
場
合
は
、
小
学
校
を
新
設
し

て
一
校
に
と
い
う
案
が
で
て
い
ま
す
。
原

則
と
し
て
新
設
は
し
な
い
と
い
う
前
提
の

も
と
、
市
内
全
体
の
再
配
置
を
考
え
る
中

で
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
小
学
校
区
は
、
通
学
上
の
便
宜

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
区
分
け
し
て

い
ま
す
。
長
岡
の
場
合
は
、
竹
野
川
で
区

分
け
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
指
摘
の
地

域
は
新
山
小
学
校
の
区
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
状
況
が
変
わ
っ
た
場

合
は
、
子
ど
も
の
安
全
面
を
考
慮
し
て
柔

軟
に
通
学
区
域
を
定
め
て
い
き
ま
す
。 

 

  

　 　 

       

　 　
七
月
二
十
八
日
の
集
中
豪
雨
で
は
、
河

川
の
水
が
あ
ふ
れ
て
道
路
が
冠
水
し
、
長

岡
地
区
で
は
二
十
四
棟
も
の
床
下
浸
水
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
二
箇
河
辺
線
で
は

消
防
ポ
ン
プ
車
庫
周
辺
が
冠
水
し
て
通
行

が
不
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
よ
う

な
被
害
が
発
生
し
な
い
治
水
対
策
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

    

　
七
月
二
十
八
日
の
集
中
豪
雨
で
は
、
想

定
外
の
雨
が
降
り
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
浸

水
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
原
因
は
、

農
地
の
宅
地
化
な
ど
で
遊
水
機
能
が
低
下

し
た
こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
浸
水
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
各
浸
水
場
所
で

の
調
査
を
行
い
、
各
場
所
に
適
し
た
治
水

対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

　 

 

　 　
黒
部
駐
在
所
付
近
は
、
雨
が
五
十
㍉
程

度
降
る
と
道
路
が
冠
水
し
ま
す
。
七
月
二

十
八
日
の
集
中
豪
雨
で
も
、
午
後
四
時
ご

ろ
か
ら
午
後
十
一
時
ご
ろ
ま
で
冠
水
し
、

全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
以
前
か

ら
、
竹
野
川
改
修
や
成
願
寺
井
堰
の
撤
去

に
つ
い
て
要
望
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
事
業
化
の
め
ど
が
た
っ

て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
少
量
の
雨
で

道
路
が
冠
水
す
る
と
い
う
現
状
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
早
急
な
冠
水
対
策
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

　 　 　 

        

　 　
駐
在
所
の
付
近
は
す
ぐ
に
冠
水
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
現
場
は
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
付
近
は
、
以
前
か

ら
の
課
題
で
あ
り
、
府
に
も
相
談
や
要
望

を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
、

付
近
の
現
況
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
国

道
四
八
二
号
を
横
断
し
て
い
る
暗
渠
（
あ

ん
き
ょ
）
の
排
水
機
能
が
土
砂
の
堆
積
に

よ
り
損
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
水
路
の

流
末
が
十
分
な
排
水
機
能
を
有
し
て
い
な

い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
ま
ず

は
、
排
水
機
能
の
改
善
が
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
引
き
続
き
府
へ
強
く
要
望
し
て

い
き
ま
す
。 

    

　 　
近
年
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。
今
年
に
な
っ
て
か
ら
小
田
・
黒

部
区
に
猿
が
頻
繁
に
出
没
し
、
農
作
物
が

大
き
な
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
捕
獲
檻

（
お
り
）
な
ど
の
補
助
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
有
害
鳥
獣
を
減
少
さ
せ
る

さ
ら
な
る
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

特
に
、
猿
の
対
策
を
強
化
し
て
い
た
だ
き

た
い
。 

　 　 　 　 　 　
猿
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
猟
友
会
の
み

な
さ
ん
に
依
頼
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

た
り
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
で
追
い
払
っ
た
り

し
て
い
ま
す
が
、
猿
が
慣
れ
て
き
て
な
か

な
か
効
果
が
で
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
度
か
ら

猿
用
の
電
気
柵
の
設
置
事
業
を
新
設
し
ま

し
た
。
既
に
丹
後
町
で
は
設
置
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
事
業
を
毎
年
実
施
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
ほ
か
の
対
策
も
絶
え
ず
情
報

収
集
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。 

　 　 

 

　 　
奈
具
川
は
、
七
月
二
十
八
日
の
集
中
豪

雨
に
よ
り
護
岸
の
倒
壊
や
用
水
路
の
崩
壊

な
ど
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
災
害

復
旧
に
よ
り
被
害
の
あ
っ
た
か
所
は
早
急

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
感
謝

し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
残
り
の
と
こ
ろ
も
被
害
に
あ
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
井
堰
（
い
せ

き
）
を
下
流
に
移
動
し
て
直
接
取
水
で
き

る
よ
う
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　 

   

　 　
奈
具
川
は
、
市
の
管
理
河
川
で
す
が
、

上
流
が
砂
防
指
定
を
受
け
て
い
る
た
め
、

井
堰
の
位
置
を
変
更
す
る
に
は
、
府
と
協

議
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
事
業
費
や
維
持
管
理
な
ど
の
課

題
が
あ
り
ま
す
の
で
意
見
交
換
を
す
る
機

会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　　　では、市長をはじめ市職員が、地域へ出

　　　向き、市民のみなさんと直接、意見交換

することで、まちづくりに対する市民のみなさ

んとの理解・協働意識を深め、市民参画を推進

しようと、各地で「市政懇談会」を開催してい

ます。平成20年度は、各町で１回「市政懇談会」

を開催しました。今回は、10月31日の弥栄

町と11月10日の峰山町で開催した主な内容

をご紹介します。 

 

市 

※多くの意見が出されましたが紙面の関係で割愛して 
　掲載させていただいています。 

弥栄町・10月31日 弥栄町・10月31日 弥栄町・10月31日 
峰山町・11月10日 峰山町・11月10日 峰山町・11月10日 

平成20年度 
 
平成20年度 
 
平成20年度 
 

市 政 懇 談 会 を 開 催 市 政 懇 談 会 を 開 催 市 政 懇 談 会 を 開 催 

Ｑ 

Ｑ 

Ｑ 

国
道
四
八
二
号
黒
部
地
内
の
冠

水
対
策
に
つ
い
て 

Ｑ 
農
業
振
興
に
つ
い
て 

Ｑ 
河
川
整
備
に
つ
い
て 

Ｑ 
学
校
教
育
に
つ
い
て
　 

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て 

猿
用
の
電
気
柵
の
事
業
を
新
設
す

る
な
ど
有
害
鳥
獣
の
対
策
を
強
化

し
て
い
き
ま
す 

引
き
続
き
府
へ
強
く
要
望
し
て
い

き
ま
す 
Ａ 

Ａ 

Ａ 
市
の
農
業
公
社
を
つ
く
っ
て
耕
作

地
を
確
保
し
て
い
き
ま
す 

Ａ 

市
内
全
体
の
再
配
置
の
中
で
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
ま
す 

Ａ 

各
浸
水
場
所
で
の
調
査
を
行
い
、

各
場
所
に
適
し
た
治
水
対
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す 

Ａ 
奈
具
川
用
水
路
の
改
修
に
つ
い
て 

井
堰
の
位
置
を
変
更
す
る
に
は
課
題

が
あ
り
ま
す
の
で
意
見
交
換
を
す
る

機
会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 



　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、お名前などの個人が

特定できる部分やプライバシー

に関わる部分を除き、すべてお

答えすることとし、お名前や連

絡先をご記入いただいているか

たにつきましては、直接お答え

もさせていただいています。一

方、お名前や住所などの連絡先

の記入のないものにつきまして

は、市のホームページおよび広

報紙でお答えすることとしてい

ます。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もありま

す。正確な回答をできるだけ速

やかにお返しするために、住所

をはじめ、お名前・連絡先など

をぜひご記入ください。 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

平成21年2月 平成21年2月 

ご  

意  

見  

箱 

ご  

意  

見  

箱 

25 24

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

市役所に設置のライブカメラ 

消雪装置のある府道浜詰網野線 

 

　 

  

　
京
丹
後
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
自
然
街
並

み
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
携
帯
電
話
で
も
見
れ

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　【
無
記
名
】 

               

　
市
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
は
、
遠
方
か
ら
京

丹
後
市
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
を
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
京
丹
後
市
が
設
置
し
て
い
る
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
映
像
を

見
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
状
の
シ
ス

テ
ム
で
は
携
帯
電
話
か
ら
の
利
用
は
で
き

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

携
帯
電
話
か
ら
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
携
帯
電

話
用
の
映
像
を
別
途
シ
ス
テ
ム
化
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

す
ぐ
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
困

難
な
状
況
で
す
。 

　
今
後
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
映
像
を
さ
ら

に
多
く
の
み
な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
見
直
し
て
い
く
中
で
検
討
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
情
報
政
策
課
】 

   

   

　
地
域
公
民
館
長
の
手
当
て
に
つ
い
て
、

年
間
二
百
万
円
程
度
が
支
払
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
か
た
は
、
市

に
六
人
お
ら
れ
る
の
で
約
千
二
百
万
円
の

予
算
が
、
市
か
ら
支
出
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
地
域
公
民
館
主
事
は
、
そ
れ
以
上
の
給

料
が
支
払
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
各
地
区
の
公
民
館
長
と
主
事

が
五
十
人
お
ら
れ
て
、
そ
の
か
た
が
た
も
、

年
間
一
人
に
つ
き
約
五
十
万
円
か
ら
六
十

万
円
が
、
個
人
の
口
座
に
そ
れ
ぞ
れ
手
当

て
と
し
て
振
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

日
ご
ろ
の
公
民
館
活
動
に
、
尽
力
さ
れ

て
お
ら
れ
る
の
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
費

用
が
多
額
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
公
民
館
活
動
の
予
算
も
不

透
明
で
予
算
が
、
ど
ん
な
使
わ
れ
方
を
し

て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
各

公
民
館
だ
よ
り
な
ど
で
各
地
域
別
に
公
表

し
て
く
だ
さ
い
。
活
動
費
と
各
館
長
、
主

事
の
手
当
て
も
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
無
記
名
】 

    

　
市
の
公
民
館
は
、
地
域
の
社
会
教
育
を

進
め
る
重
要
な
拠
点
施
設
と
し
て
、
「
社
会

教
育
法
」
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
四
条

に
基
づ
い
て
、
「
京
丹
後
市
公
民
館
条
例
」

を
制
定
し
、
旧
町
六
地
域
に
地
域
公
民
館

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
市
内
に
四
十
五

館
の
地
区
公
民
館
を
設
置
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

　
地
域
公
民
館
は
、
非
常
勤
の
地
域
公
民

館
長
と
市
の
職
員
で
あ
る
専
任
の
公
民
館

主
事
を
配
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実

情
に
即
し
た
社
会
教
育
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
地
域
公
民
館
長
の
報
酬
は
、
「
京

丹
後
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」

第
二
条
関
係
の
別
表
に
よ
り
規
定
す
る
月

額
十
六
万
六
千
五
百
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。 

　
地
区
公
民
館
は
、
非
常
勤
の
地
区
公
民

館
長
お
よ
び
地
区
公
民
館
主
事
を
配
置
し
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
交
流
事
業
な
ど
身
近

な
地
区
で
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
区
公
民
館
長
お
よ
び
地
区
公
民
館
主
事

の
報
酬
は
、
同
じ
く
「
京
丹
後
市
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」
第
二
条
関
係
の

別
表
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
地
区
公
民
館

長
が
月
額
一
万
五
千
円
、
地
区
公
民
館
主

事
が
月
額
二
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
「
京
丹
後
市
公
民
館
条
例
」
お
よ

び
「
京
丹
後
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
」
は
、
京
丹
後
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

例
規
集
で
も
一
般
に
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
公
民
館
活
動
に
要
す
る
経
費
は
、

地
域
公
民
館
に
つ
い
て
は
京
丹
後
市
一
般

会
計
予
算
書
に
基
づ
き
直
接
執
行
し
て
い

ま
す
が
、
地
区
公
民
館
は
、
活
動
計
画
書

に
基
づ
い
て
、
市
か
ら
活
動
交
付
金
を
交

付
し
、
一
年
間
の
活
動
実
績
に
つ
い
て
報

告
書
を
ご
提
出
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地

域
公
民
館
の
決
算
は
、
京
丹
後
市
一
般
会

計
決
算
書
で
公
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

地
区
公
民
館
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
地
区

の
区
長
会
な
ど
で
報
告
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
公
開
方
法
に
つ
い
て
は
、
お
申

出
い
た
だ
け
れ
ば
こ
れ
ら
の
報
告
書
な
ど

は
閲
覧
可
能
で
す
し
、
こ
の
ほ
か
公
民
館

報
の
活
用
な
ど
区
民
の
み
な
さ
ん
に
わ
か

り
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
た
だ
く
よ

う
さ
ら
に
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
社
会
教
育
課
】 

          

   

　
こ
れ
か
ら
寒
く
な
っ
て
き
ま
す
と
、
雪

を
溶
か
す
た
め
に
、
水
を
出
す
こ
と
が
多

く
な
っ
て
き
ま
す
。
網
野
町
の
ス
ー
パ
ー

や
金
融
機
関
周
辺
の
府
道
浜
詰
網
野
線
は

水
が
出
て
い
る
と
歩
く
の
に
困
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
私
た
ち
視
覚
障
害
者

は
白
い
杖
を
持
っ
て
歩
く
た
め
、
溶
け
た

雪
で
足
を
取
ら
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
が
あ

り
困
り
ま
す
。
も
う
少
し
私
た
ち
視
覚
障

害
者
で
も
歩
き
や
す
い
よ
う
な
道
路
に
し

て
く
だ
さ
い
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
　
男
性
】 

    

　
ご
指
摘
の
府
道
浜
詰
網
野
線
の
現
地
を

早
速
調
査
し
、
京
都
府
に
も
確
認
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
ご
指
摘
の
付
近
の
道
路
側
溝

に
つ
き
ま
し
て
は
、
冬
季
の
消
雪
装
置
の

水
を
排
水
す
る
た
め
所
々
に
細
い
目
の
グ

レ
ー
チ
ン
グ
蓋
が
設
置
さ
れ
、
グ
レ
ー
チ

ン
グ
以
外
の
場
所
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
面

に
少
し
加
工
が
し
て
あ
り
、
ざ
ら
ざ
ら
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
消
雪
装
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
降
雪
状
況
や
一
定
の
気

温
に
な
る
と
自
動
で
作
動
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

　
消
雪
装
置
の
あ
る
と
こ
ろ
は
雪
を
溶
か

し
て
い
く
た
め
、
道
路
わ
き
に
寄
せ
ら
れ

た
雪
の
量
は
少
な
い
で
す
が
、
水
が
中
央

部
よ
り
左
右
の
道
路
側
溝
へ
流
れ
る
た
め
、

ど
う
し
て
も
路
肩
に
雪
が
残
り
ま
す
の
で
、

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
除
雪
状
況
を

見
な
が
ら
、
京
都
府
と
京
丹
後
市
で
よ
い

方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
改
善
ま
で
の
間
は
、
冬
季
に
お
け
る
道

路
の
歩
行
に
は
十
分
注
意
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
併
せ
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
管
理
課
】 

 

Ｑ A
公
民
館
職
員
の
人
件
費
の
公
表 

に
つ
い
て 

公
民
館
報
な
ど
を
活
用
し
て 

わ
か
り
や
す
く
公
表
し
て
い 

き
ま
す 

Ｑ A
冬
季
の
網
野
町
の
消
雪
装
置 

の
あ
る
府
道
の
路
面
状
況
に 

つ
い
て 

京
都
府
と
京
丹
後
市
で
よ
い
方 

法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思 

い
ま
す 

Ｑ 
市
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
携
帯
電
話 

で
の
利
用
に
つ
い
て 

A
多
く
の
み
な
さ
ん
に
見
て
い
た 

だ
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す 
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青色回転灯を装着して巡回（特別養護老人ホーム久美浜苑で出発式） 

３/1日 
上映日 上映日 前売券

 

発売中
 前売券
 

発売中
 

〈開催日〉 
 平成20年12 月 7日　久美浜図書室 
 平成20年12 月13日　峰山図書館 ・ 丹後図書室 
 平成20年12 月14日　あみの図書館 ・ 大宮図書室 

※休館日は、２月10日以降から次号発行日の 

　３月10日までを掲載しています。 

16日（月） ・ 23日（月） 

２月の休館日 

２日（月） ・ ３日（火） ・ ９日（月） 

３月の休館日 

 市立図書館では、図書館システム統合後の図書館

サービスについて、利用者のみなさんのご意見やご

要望をお聞かせいただき、今後の図書館運営に活か

していくため、２月末までに来館されたかたに「京
丹後市立図書館利用アンケート」のご協力をお願い
しています。 

　ご面倒をおかけしますがよろしくお願いします。 

 市立図書館では、毎年クリスマス時期に、各館所属

の読み聞かせボランティアのみなさんのご協力により、

「冬のおはなし会」・「冬のおたのしみ会」を開催して

います。 

　今年も、各館とも大勢の親子でにぎわい、大型絵本

の読み聞かせ・大型紙芝居・パネルシアター・エプロ

ンシアター・ペープサートなどのいろいろな手法によ

るおはなしをお楽しみいただきました。 

 今後も、子どもたちがおはなしや本に興味が持てる

ような行事を計画していきたいと考えています。 

 丹後町間人が生んだ偉人松本重太郎さんの伝記
小説『気張る男』を書いた城山三郎さんは、京丹
後でもなじみのある作家であろうと思います。私
はその小説を読んでファンとなり、以後、むさぼ
るように読み漁りました。 
 経済小説を得意とした城山さんは、戦後の荒廃
から経済大国日本への復興を、時の経済人中山素
平さんや土光敏夫さんたちの辣腕振りを通して、
また出世作となった『落日燃ゆ』では、先の大戦
中、文官広田弘毅さんの、東条ら軍部との対立・
葛藤を見事に描いています。城山さん自らも志願
した特攻兵の『指揮官達の特攻』などの作品から
は、凛とした「気骨の人」といった人物像が浮か
んできます。しかし、晩年は『毎日が日曜日』、『こ
の命、何をあくせく』などで家庭や家族を思いや
る優しい人間城山三郎さんを垣間見ることができ
ます。 
 そんな中で、私の「これぞ1冊」は、『そうか
もう君はいないのか』です。最愛の伴侶を亡くし
た城山さんが、喪失感と独り老いへの焦りの中、
かつての鋭い筆致ではなく、妻に先立たれた男の
寂しさを素直に書き上げています。「50億の中で
ただ一人「おい」と呼べるおまえ」。この名文句
を残して。 

網野町島津　内田つとむ さん 

城山三郎（作） 

【久美浜図書室】 
パネルシアター『まんまるさん』 

【あみの図書館】 
ペープサート 
　『ブレーメンの音楽隊』 

【丹後図書室】 
大型手づくり紙芝居 
　　　「スイカぼうず」 

◎場　所…京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 
◎上映日…3月1日（日） 
◎時　間…上映時間（約2時間） 
　　　　　①10 ： 30～12 ： 30 
　　　　　②13 ： 30～15 ： 30 
　　　　　③16 ： 00～18 ： 00 
◎入場料…一般 1,200円 （当日1,500円） 
　　　　　シニア 1,000円 （60歳以上） 
　　　　　※要証明 
　　　　　高校生以下 800円 
　　　　　（全席自由） 
　　　　　※前売券はプレイガイドで発売中 
◎主　催…（財）京都府丹後文化事業団 

　
地
域
の
安
全
を
確
保
し
、
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
に
、「
青

色
回
転
灯
」
を
装
着
し
た
車
で
地
域
を
パ

ト
ロ
ー
ル
す
る
取
り
組
み
を
、
社
会
福
祉

法
人
北
丹
後
福
祉
会
（
久
美
浜
町
・
能
勢

肇
理
事
長
）
が
民
間
団
体
と
し
て
は
初
め

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
十
二
月
十

九
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
久
美
浜
苑

（
久
美
浜
町
）
で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
青
色
回
転
灯
」
を
装
着
す
る
車
両
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
久
美
浜
苑
に
一
台
、

久
美
浜
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
四
台
、

佐
濃
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
五
台
、

久
美
浜
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
二
台
と
、

久
美
浜
町
内
で
計
十
二
台
。
同
福
祉
会
が

各
施
設
で
行
う
送
迎
サ
ー
ビ
ス
終
了
後
、

施
設
へ
戻
る
ま
で
の
十
六
時
〜
十
七
時
の

時
間
帯
に
、
青
色
回
転
灯
を
点
灯
し
な
が

ら
走
行
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
同
福
祉
会
は
、
以
前
か
ら
地
域
の
子
ど

も
の
安
全
確
保
や
犯
罪
防
止
に
貢
献
し
よ

う
と
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
中
に
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
、
昨
年
八
月
に
は
市
と
「
防

犯
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い

ま
す
。
よ
り
効
果
の
見
込
め
る
「
青
色
回

転
灯
を
装
着
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」
を

検
討
さ
れ
て
い
た
同
福
祉
会
は
、
同
協
定

の
締
結
を
受
け
青
色
回
転
灯
の
装
着
を
警

察
署
に
申
請
。
「
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
団
体

証
明
書
」
や
「
青
色
回
転
灯
車
輌
標
章
」

な
ど
が
交
付
さ
れ
、
民
間
団
体
と
し
て
は

初
め
て
青
色
回
転
灯
装
着
車
両
の
配
備
が

実
現
し
ま
し
た
。 

　
出
発
式
で
能
勢
理
事
長
は
「
地
域
で
も

防
犯
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
青
色
回

転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
輌
の
走
行
に
よ
り
、

地
域
の
み
な
さ
ん
が
い
っ
そ
う
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
、
地
域

か
ら
事
件
が
な
く
な
る
よ
う
な
取
り
組
み

に
し
た
い
」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。 

「そうかもう君はいないのか」 「そうかもう君はいないのか」 「そうかもう君はいないのか」 

市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

図書館へのご意見やご要

望をお聞かせください 

図書館へのご意見やご要

望をお聞かせください 

図書館へのご意見やご要

望をお聞かせください 

図書館利用アンケートに
ご協力ください 

市内の 
民間団体で初 
市内の 

民間団体で初 
市内の 

民間団体で初 

に
よ
る 

地域の安全 
見守る 

地域の安全 
見守る 

地域の安全 
見守る 

北丹後福祉会 

パ
ト
ロ
ー
ル

パ
ト
ロ
ー
ル 
パ
ト
ロ
ー
ル

パ
ト
ロ
ー
ル 
パ
ト
ロ
ー
ル 

取
り
組
み
開
始

取
り
組
み
開
始 

取
り
組
み
開
始

取
り
組
み
開
始 

取
り
組
み
開
始 

丹後映画大好き劇場NO.17「まぼろしの邪馬台国」 

京都府丹後文化会館イベント情報 京都府丹後文化会館イベント情報 お問い合わせ  蕁 62-5200
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　男　　30,238人（－18） 

　女　　32,261人（－15） 

　計　　62,499人（－33） 

世帯数　22,075世帯（＋12） 

（1月1日現在・（ ）内は前月比） 

人口・世帯数 

スイス村スキー場ゲレンデマップ 

平成21年1月22日　白銀の世界を満喫する来場者のみなさん 

　
今
年
で
二
十
四
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
た
「
ス

イ
ス
村
ス
キ
ー
場
」（
弥
栄
町
野
中
）
で
、

平
成
二
十
年
十
二
月
十
三
日
、
安
全
祈
願
祭

と
ス
キ
ー
場
開
き
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
三

十
人
が
出
席
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
と
大

勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
う
こ
と
を
願
い
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
一
年
一
月
二
日
か

ら
は
積
雪
が
あ
り
、
待
望
の
本
格
オ
ー
プ
ン

を
迎
え
ま
し
た
。 

　今シーズンは、1月2日からの降雪となり、昨年より1日遅れて
本格オープンを迎えました。 
　同スキー場は、京丹後市と伊根町にまたがる太鼓山（標高
683㍍）の斜面を活用し、斜度17度の初心者コース、斜度13
度のヨーデルコース、ロマンスコース、林道コースの初心者コー
ス4本、中級コース、上級コースなど合計7本のコースと3基のリ
フトを設置。天気のよい日には、太鼓山の山頂から冬の日本海
や太鼓山風力発電所の大型風車6基、石川県の白山連峰が
展望できます。 
　ご家族・ご友人そろって「スイス村スキー場」の冬の魅力を
満喫していただけます。 
　営業は、3月中旬までを予定（シーズン中は無休）し、営業時
間は午前8時から午後4時。白銀の世界の雄大な景色と豪快
な滑りをお楽しみください。 

 

　
近
畿
最
北
に
位
置

す
る
「
ス
イ
ス
村
ス

キ
ー
場
」
は
、
平
成

十
八
年
九
月
か
ら
指

定
管
理
者
の
「
ス
イ

ス
村
管
理
組
合
」
に

運
営
を
委
託
し
て
お
り
、

今
年
か
ら
市
が
リ
フ

ト
の
運
営
権
を
同
管

理
組
合
に
譲
渡
し
て

運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
安
全
祈
願
祭
と
ス
キ
ー
場
開
き
は
、
午
前
九

時
か
ら
ス
イ
ス
村
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
前
で
、
大

宮
神
社
（
弥
栄
町
野
中
）
の
木
村
俊
麿
宮
司
に

よ
る
神
事
の
後
、
大
江
俊
太
郎
同
管
理
組
合
社

長
が
「
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
一
月
一
日
か
ら
六
十

四
日
間
無
事
故
で
営
業
し
、
七
千
八
百
人
の
利

用
客
の
か
た
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

は
、
安
全
を
第
一
と
し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
か

た
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
利
用
客
の
み
な
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
を
惜
し
ま
ず
が
ん
ば
っ
て
運

営
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

大
同
衛
市
議
会
議
長
が
リ
フ
ト
始
動
ボ
タ
ン
を

押
し
て
式
典
が
終
了
し
ま
し
た
。 

冬
の
日
本
海

日
本
海
と
風
車
風
車
を
展
望
で
き
る

展
望
で
き
る 

冬
の
日
本
海

日
本
海
と
風
車
風
車
を
展
望
で
き
る

展
望
で
き
る 

冬
の
日
本
海
と
風
車
を
展
望
で
き
る 

安
全
祈
願
祭

安
全
祈
願
祭 

ス
キ
ー
場
開
き

ス
キ
ー
場
開
き 

安
全
祈
願
祭

安
全
祈
願
祭 

ス
キ
ー
場
開
き

ス
キ
ー
場
開
き 

安
全
祈
願
祭 

ス
キ
ー
場
開
き 

スキー場で 
　冬の魅力を満喫　 
スキー場で 
　冬の魅力を満喫　 
スキー場で 
　冬の魅力を満喫　 

待
望
の
オ
ー
プ
ン

待
望
の
オ
ー
プ
ン 

待
望
の
オ
ー
プ
ン

待
望
の
オ
ー
プ
ン 

待
望
の
オ
ー
プ
ン 


